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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
タイヤケアホントの話【建設車両用タイヤの処分価格】／トラック運送事業者のための
経営のヒント【最近は小事業者同士の吸収合併も】…３面／食の新旧街道を行く【「鯖街
道寄り道したい味③」京都市大原の柴漬け】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

65
（−4）

36
（+5）

18
（−6）

5
（+1）

124
（−4）

交通事故死者数（人）

8月31日現在 9月29日現在

1,622
（−123）

1,820
（−156）

全国の死亡
事故件数

1,585
（−127）

令和３年8月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,772 103.6%

一　般 ― 105.7%
宅配便（千個） 426,318 99.0%

輸送統計
令和３年７月分
▶国土交通省調べ

２
・
３

ニュースターミナル
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8
「向き合おう！�こころとか
らだの�健康管理」
・�10/1〜10/7は「全国労働衛
生週間」

5
目で見るタイヤケア（「タイヤ
ケアホントの話」特別編）
・�日常点検でタイヤの健康チェック

4
大型トラックの車輪脱落事
故が急増！
・�「冬用タイヤへの交換」が車
輪脱落の引き金に

7 健康経営優良法人�2022
・�申請受付中

6 新型コロナウイルス感染症
感染防止対策の徹底を！

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
業
用

自
動
車
の
交
通
事
故
件
数

は
︑
平
成
24
年
頃
ま
で
は
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
︑

近
年
は
下
げ
止
ま
り
傾
向
が

み
ら
れ
て
い
る
︒

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
飲
酒
運
転
は
反

社
会
的
行
為
で
あ
り
︑
社
会

全
体
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
寄
せ
ら
れ
る
信
頼
を
も

根
底
か
ら
崩
壊
さ
せ
か
ね
な

い
︑
悪
質
極
ま
り
な
い
行
為

で
あ
る
︒

　

全
ト
協
で
は
今
年
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合

安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
を

策
定
︒
令
和
７
年
に
達
成
す

べ
き
目
標
値
と
し
て
︑﹁
死

者
数
・
重
傷
者
数
の
合
計
９

７
０
人
以
下
﹂︑﹁
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
﹂
を
掲
げ
た
︒
ま
た
︑

９
月
６
日
に
開
催
し
た
第
１

１
７
回﹁
交
通
対
策
委
員
会
﹂

（
工
藤
修
二
委
員
長
）で
は
︑

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
飲

酒
運
転
撲
滅
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
飲

酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ
と
を

決
議
す
る
な
ど
︑
業
界
を
挙

げ
て
飲
酒
運
転
撲
滅
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒

　

中
村
警
察
庁
長
官
へ
の
表

敬
訪
問
時
に
坂
本
会
長
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け

る
飲
酒
運
転
撲
滅
へ
の
方
策

に
つ
い
て
中
村
警
察
庁
長
官

に
説
明
し
た
上
で
︑﹁
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中

で
︑
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
わ
が
国
の
経
済
を

下
支
え
す
る
た
め
に
︑
懸
命

に
頑
張
っ
て
き
た
︒
そ
の
お

か
げ
も
あ
り
︑
国
民
の
皆
様

方
か
ら
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
﹃
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
﹄
と
し
て

ご
評
価
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
︒
一
部
の
心
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
飲
酒
運

転
は
︑
こ
う
し
た
国
民
の
皆

様
方
か
ら
の
信
頼
を
裏
切
っ

て
し
ま
う
︑
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
行
為
だ
︒
全
ト

協
と
し
て
は
︑
飲
酒
運
転
撲

滅
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
強

化
し
︑
引
き
続
き
︑
国
民
の

皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
業

界
で
あ
り
続
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
﹂
と
︑
力
強

く
述
べ
た
︒

　

中
村
長
官
は
︑﹁
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
の
強
力
な
る
指
導

力
を
発
揮
さ
れ
︑
お
手
本
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
﹂
と
語
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
訪
問
は
︑
坂
本

会
長
の
主
導
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
︑
当
日
は
︑
桝
野

龍
二
全
ト
協
理
事
長
︑
川
鍋

一
朗
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
連
合
会
会
長
︑
神
谷
俊

広
同
連
合
会
理
事
長
︑
平
位

武
日
本
バ
ス
協
会
理
事
︑
石

指
雅
啓
同
協
会
理
事
長
も
同

席
し
た
︒

　

９
月
16
日
付
で
新
た
に
就

任
し
た
警
察
庁
の
楠
芳
伸
交

通
局
長
が
︑
９
月
21
日
に
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
訪

れ
︑
坂
本
克
己
会
長
と
面
会

し
た
︒

　

坂
本
会
長
は
︑
今
年
全
ト

協
が
策
定
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク

事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ

ラ
ン
２
０
２
５
﹂
や
︑
全
ト
協

・
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
主
催
に
よ
り
︑
11
月
16

日
か
ら
令
和
４
年
１
月
10
日

ま
で
実
施
す
る
︑第
61
回
﹁
正

し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運

動
﹂（
詳
細
別
掲
お
よ
び
２
面
）

な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
に

つ
い
て
楠
交
通
局
長
に
説
明

し
た
上
で
︑﹁
引
き
続
き
業

界
を
挙
げ
て
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
﹂
と
語
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
11
月
16
日
㈫
~
令
和
４

年
１
月
10
日
㈪
の
期
間
︑
第

61
回
﹁
正
し
い
運
転
・
明
る

い
輸
送
運
動
﹂を
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
︑

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
︒
実
施
事
項
は
15

項
目
（
２
面
に
掲
載
）
で
︑

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者
に

対
し
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑
管
理

者
お
よ
び
従
業
員
が
一
体
と

な
っ
て
同
事
項
に
取
り
組
む

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

特
に
︑
⑴
﹁
飲
酒
運
転
の

根
絶
﹂
で
は
︑
経
営
者
は
第

１
１
７
回
交
通
対
策
委
員
会

（
３
年
９
月
６
日
開
催
）
の

決
議
を
踏
ま
え
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
か
ら
飲
酒
運
転
を

根
絶
さ
せ
る
よ
う
︑
働
き
か

け
を
実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
⑽
﹁
降
積
雪
期
に

お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保
の

徹
底
﹂
で
は
︑
積
雪
・
凍
結

等
の
気
象
お
よ
び
道
路
状
況

に
よ
り
︑
早
期
に
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
お
よ
び
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
よ
う

徹
底
す
る
と
と
も
に
︑
冬
期

に
お
い
て
は
大
型
車
の
車
輪

脱
落
事
故
が
多
発
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
︑
国
土
交
通
省

が
策
定
す
る
大
型
車
の
車
輪

脱
事
故
防
止
に
か
か
る
﹁
緊

急
対
策
﹂（
詳
細
４
面
）
の

ト
ラ
ッ
ク
業
界
が
取
り
組
む

実
施
事
項
と
併
せ
︑
全
ト
協

で
作
成
す
る
車
輪
脱
落
事
故

防
止
の
啓
発
資
料
活
用
に
よ

り
︑
実
効
性
の
あ
る
再
発
防

止
対
策
を
推
進
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
︒

全ト協

第第
6161
回
「
正
し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

回
「
正
し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

1111
月月
1616
日
㈫
～
令
和
４
年
１
月

日
㈫
～
令
和
４
年
１
月
1010
日
㈪
ま
で

日
㈪
ま
で

「
飲
酒
運
転
根
絶
」「
大
型
車
の
車
輪
脱
落

「
飲
酒
運
転
根
絶
」「
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
防
止
」
を
強
く
呼
び
か
け

事
故
防
止
」
を
強
く
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己

会
長
は
９
月
28
日
︑
９
月
22
日
付
で
新

た
に
就
任
し
た
中
村
格
警
察
庁
長
官
へ

の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
︒

　

今
年
６
月
に
は
︑
千
葉
県
八
街
市
に

お
い
て
︑
飲
酒
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自

家
用
ト
ラ
ッ
ク
が
小
学
校
児
童
の
列
に

突
っ
込
み
︑
死
傷
者
が
出
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
︒
ま
た
︑
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転
事
故
件
数

は
横
ば
い
で
推
移
し
︑
未
だ
根
絶
に
は

至
っ
て
い
な
い
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
と
っ
て
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態

と
な
っ
て
い
る
︒

　

坂
本
会
長
は
中
村
警
察
庁
長
官
に
対

し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
で
飲
酒

運
転
根
絶
意
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

業
界
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

て
ま
い
り
た
い
﹂
と
︑
強
い
決
意
を
示

し
た
︒

9月21日、全ト協正面玄関にて　楠警察庁交通局長㊧と坂本会長

9月28日、警察庁長官室にて　中村警察庁長官㊨と坂本会長

楠
警
察
庁
交
通
局
長
が
坂
本
会
長
と
面
談
で
来
協

楠
警
察
庁
交
通
局
長
が
坂
本
会
長
と
面
談
で
来
協

強
い
信
頼
関
係
で

強
い
信
頼
関
係
で

交
通
事
故
の
な
い
社
会
実
現
へ

交
通
事
故
の
な
い
社
会
実
現
へ

中
村
警
察
庁
長
官

中
村
警
察
庁
長
官
就
任
表
敬
訪
問

就
任
表
敬
訪
問

飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
ゆ
る
さ
な
い
」

飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
ゆ
る
さ
な
い
」

「
飲
酒
運
転
根
絶
」
へ

「
飲
酒
運
転
根
絶
」
へ  

坂
本
会
長
が
強
い
決
意
示
す

坂
本
会
長
が
強
い
決
意
示
す

飲酒運転のない地域社会を !!飲酒運転のない地域社会を !!
トラック業界が範を示そう !!トラック業界が範を示そう !!

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

10月1日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行



（2）第2185号（第3種郵便物認可）令和3年（2021年）10月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～運転免許編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 	大型免許を取得していれば、大型以外に、中型、準中型、普通、大型特
殊、小型特殊の各自動車のほかに、原動機付自転車を運転することができ
る。（	○・×	）

❷	 	自動車または原動機付自転車を運転するときは、その自動車等にかかわる
免許証を携帯しなければならない。（	○・×	）

❸	 	大型免許は、中型免許、普通免許又は大型特殊免許を現に受けていて、か
つ、これらの免許のいずれかを受けていた期間が通算して２年以上の者で
なければ取得できない。（	○・×	）

❹	 	故障車をロープで牽引する場合には、牽引免許が必要である。（	○・×	）

❺	 	平成19年6月2日以降に普通免許を取得し「５トン限定準中型免許」を有し
ている者は、車両総重量5トン未満の準中型トラックを運転できる。　　	
（	○・×	）

（解答は7面）

　あなたは前車に追従して片側１車線の道路を走行していま
す。道路は渋滞しているほか、左の脇道から合流しようとする
二輪車がいます。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 139回〕「対向車線が渋滞している直線道路」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
10
月
23
日
㈯
~
25
日
㈪

に
か
け
て
︑
第
53
回
﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
開
催
が
中
止
と
な
っ
た
た

め
︑
今
回
は
２
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
︒

　

な
お
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
︑
今
年
度
は
次

の
よ
う
な
対
策
が
取
ら
れ
る
︒

①
茨
城
県
に
対
し
て
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
際
の

措
置

　

政
府
よ
り
実
科
競
技
・
学

科
競
技
開
催
地
と
な
る
茨
城

県
に
対
し
て
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
︑
同
コ
ン
テ
ス

ト
開
催
期
間
が
宣
言
の
期
間

に
含
ま
れ
る
こ
と
が
確
定
し

た
場
合
は
︑
そ
の
時
点
で
︑

開
催
の
中
止
を
決
定
す
る
︒

②
来
場
者
制
限

　

10
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
に

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
実

施
す
る
実
科
競
技
・
学
科
競

技
は
︑
完
全
無
観
客
開
催
と

す
る
︒
選
手
の
関
係
者
（
家

族
︑
勤
務
先
な
ど
の
付
き
添

い
︑ト
ラ
ッ
ク
協
会
職
員
等
）︑

報
道
︑
一
般
来
場
者
の
来
場

は
不
可
と
な
る
︒

　

な
お
︑
表
彰
式
は
10
月
25

日
㈪
に
第
一
ホ
テ
ル
東
京（
東

京
都
港
区
）
で
行
わ
れ
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新

し
て
い
く
予
定
︒

点
呼
支
援
機
器
等
導
入
促
進

助
成
事
業
を
新
た
に
実
施
へ

第
17
回
﹁
経
営
改
善
・

情
報
化
委
員
会
﹂

　

９
月
21
日
︑
第
17
回
﹁
経

営
改
善
・
情
報
化
委
員
会
﹂

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
に
行
わ
れ
た
委
員
長

・
副
委
員
長
の
選
任
で
は
︑

委
員
長
に
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
で
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
の
庄
子
清
一

氏
︑
副
委
員
長
に
は
馬
渡
雅

敏
氏
（
佐
賀
）︑内
宮
昌
利
氏

（
東
京
）︑米
花
立
美
氏
（
愛

知
）︑池
辺
祐
一
氏
（
大
阪
）︑

大
上
正
治
氏
（
広
島
）
を
そ

れ
ぞ
れ
選
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
点
呼
支
援

機
器
等
導
入
促
進
助
成
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
︑
②
令
和

３
年
度
経
営
改
善
・
情
報
化

対
策
事
業（
青
年
部
会
活
動
︑

女
性
部
会
活
動
︑
情
報
化
推

進
事
業
︑
人
材
確
保
・
育
成

対
策
事
業
︑
経
営
改
善
対
策

事
業
︑
小
規
模
事
業
者
コ
ロ

ナ
時
・
災
害
時
特
別
対
策
委

員
会
の
答
申
）
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
︒

　

①
で
は
︑
自
動
点
呼
に
係

る
点
呼
支
援
機
器
等
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
︑
同
助
成

事
業
の
実
施
が
了
承
さ
れ

た
︒
同
助
成
制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
は
︑次
号
以
降
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄に
掲
載
予
定
︒

　

ま
た
︑
②
で
は
︑
業
界
の

Ｉ
Ｔ
化
を
促
進
す
る
た
め

﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
︑
ま
た
輸
送
力
確

保
に
寄
与
す
る
た
め
﹁
人
材

確
保
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
︑
そ
れ

ぞ
れ
10
月
か
ら
開
催
す
る
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

㈱
日
通
総
合
研
究
所
の
大
島

弘
明
取
締
役
に
よ
る
講
演

﹁
物
流
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）に
つ
い
て
﹂が
行
わ
れ
た
︒

「
輝
け
！ 

女
性
の
パ
ワ
ー 

物
流
の
未
来
へ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
活
動
を
推
進

女
性
部
会
令
和
３
年
度

全
国
研
修
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女

性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）

は
９
月
24
日
︑
令
和
３
年
度

全
国
研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
催
︒
都
道
府
県
の

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
女
性
部
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
︑
研

修
会
を
開
催
し
た
︒　

　

冒
頭
︑
原
部
会
長
は
︑﹁
全

ト
協
女
性
部
会
で
は
︑
全
国

の
女
性
部
会
員
が
共
通
の
認

識
を
も
つ
こ
と
を
目
標
に﹃
輝

け
！ 

女
性
の
パ
ワ
ー 

物
流

の
未
来
へ
﹄
を
活
動
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
︑
部
会
員
の
意

識
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
し

た
︒
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
︑部
会
員
に
お
か
れ
て
は
︑

都
道
府
県
で
の
活
動
だ
け
で

な
く
︑
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
︒

続
い
て
︑
女
性
部
会
を
所
管

す
る
青
年
部
会
・
女
性
部
会

担
当
の
吉
野
雅
山
全
ト
協
副

会
長
が
﹁
女
性
部
会
の
皆
様

方
に
は
︑
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
で
︑
女
性
の
労
働
環
境

を
改
善
す
る
提
案
や
︑
女
性

の
活
躍
を
促
進
す
る
提
案
を

お
願
い
し
た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た
︒
ま
た
︑
岩
田
享
也

全
ト
協
青
年
部
会
長
が
﹁
よ

り
多
く
の
女
性
が
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
で
活
躍
で
き
る
よ

う
︑
青
年
部
会
も
女
性
部
会

と
連
携
し
︑
支
援
し
て
い
き

た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
︒

　

研
修
会
で
は
︑
㈱
明
治 

広
報
部
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ 

佐

々
木
冬
子
氏
が
﹁
働
く
女
性

の
た
め
の﹃
明
日
の
健
康
美
﹄

を
叶
え
る
食
事
﹂
と
題
し
︑

講
話
を
行
っ
た
︒

「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
作
成

運
転
席
に
貼
付
し
て
実
施
を
喚
起

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト
ッ
プ
の
徹
底
を
図
る

た
め
︑﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス

ト
ッ
プ
ス
テ
ッ
カ
ー
﹂（
写
真
）

を
作
成
し
た
︒

　

同
ス
テ
ッ
カ
ー
は
︑
全
ト

協
が
策
定
し
た
﹁
新
・
環
境

基
本
行
動
計
画
﹂を
踏
ま
え
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
に
作
成

し
た
も
の
︒
乗
務
し
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
駐
停
車
時
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

の
実
施
を
促
す
観
点
か
ら
︑

運
転
席
に
貼
付
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑同
ス
テ
ッ
カ
ー
は
︑

Ａ
４
サ
イ
ズ
１
枚
に
10
カ
ッ

ト
の
シ
ー
ト
を
６
万
３
０
０

０
枚
作
成
し
た
︒
同
ス
テ
ッ

カ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
所
属
す
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会

ま
で
︒

（
10
月
１
日
〜
31
日
）

▽
10
月
４
日

・
第
13
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員
会

（
書
面
開
催
）

▽
10
月
14
日

・
第
６
回
施
設
事
業
委
員
会

▽
10
月
23
日
・
24
日

・
第
53
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

▽
10
月
25
日

・
第
53
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

「
完
全
無
観
客
」で
２
年
ぶ
り
開
催
へ

第
53
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

第 61 回「正しい運転・明るい輸送運動」実施事項
⑴飲酒運転の根絶
⑵追突事故及び交差点における事故防止の徹底
⑶過労運転防止の徹底
⑷確実な点呼の実施
⑸携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底
⑹健康診断の受診の徹底
⑺荷役作業時の安全確保の徹底
⑻高速道路における事故防止の徹底
⑼車両の安全性確保の徹底
⑽降積雪期における輸送の安全確保の徹底
⑾正しい積付け・固縛方法の徹底
⑿エコドライブ及びアイドリング・ストップの徹底
⒀運輸安全マネジメントの徹底
⒁安全意識の高揚
⒂輸送品質・サービスの向上� （１面に関連）

�

合
格
率
は
前
年
度
よ
り
も

低
下

令
和
３
年
度
第
１
回

運
行
管
理
者
試
験

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
９
月
21
日
︑

令
和
３
年
度
第
１
回
﹁
運
行

管
理
者
試
験
﹂
の
合
格
発
表

を
行
う
と
と
も
に
︑
合
格
者

に
関
す
る
デ
ー
タ
等
を
公
表

し
た
︒

　

同
試
験
は
︑
今
回
か
ら
Ｃ

Ｂ
Ｔ
（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
）

試
験
に
全
面
移
行
し
て
お

り
︑
受
験
者
は
８
月
７
日
㈯

~
９
月
５
日
㈰
の
間
で
︑
Ｃ

Ｂ
Ｔ
試
験
専
用
サ
イ
ト
か
ら

選
択
し
た
試
験
会
場
（
全
国

47
都
道
府
県
１
８
４
会
場
）

で
受
験
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
︒

　

今
回
は
︑同
試
験（
貨
物
）

の
受
験
者
（
３
万
４
１
６
４

人
）
の
う
ち
︑
１
万
１
６
４

人
が
合
格
︒
合
格
率
は
29
・

８
％
で
︑
２
年
度
第
１
回

（
30
・
７
％
）︑
第
２
回

（
43
・
９
％
）
と
比
べ
て
合

格
率
は
低
下
し
た
︒

　

な
お
︑同
セ
ン
タ
ー
で
は
︑

Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
へ
の
全
面
移
行

に
伴
い
︑
今
後
年
１
回
︑
試

験
問
題
の
出
題
例
を
公
表
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
︑
今
年

は
11
月
に
公
表
を
予
定
し
て

い
る
︒

﹁
改
善
基
準
告
示
見
直

し
﹂
に
係
る
実
態
調
査

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

回
答
期
間
は
10
月
15
日
㈮
ま
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
現
在
厚
生
労
働
省
が
実

施
し
て
い
る
﹁
令
和
３
年
度

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
労
働
時

間
等
に
係
る
実
態
調
査
﹂
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
調
査
は
︑﹁
自
動
車
運

転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善

の
た
め
の
基
準
（
改
善
基
準

告
示
）﹂
の
見
直
し
の
検
討

に
資
す
る
た
め
︑
自
動
車
運

転
者
の
労
働
時
間
等
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
に
昨
年
度

に
引
き
続
き
実
施
す
る
も

の
︒
調
査
の
結
果
は
︑
今
後

の
厚
労
省
に
お
け
る
改
善
基

準
告
示
見
直
し
の
検
討
の
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
︒

　

同
調
査
に
は
︑﹁
事
業
者

調
査
﹂（
調
査
対
象
数
１
４

１
０
事
業
場
）
と
﹁
自
動
車

運
転
者
調
査
﹂（
同
８
４
６
０

人
）
の
２
種
類
が
あ
り
︑
そ

れ
ぞ
れ
新
規
調
査
と
追
跡
調

査
（
昨
年
度
調
査
に
回
答
し

た
事
業
者
等
が
対
象
）
が
行

わ
れ
る
︒
対
象
事
業
者
に
対

し
て
は
︑
９
月
末
ま
で
に
調

査
票
が
送
付
さ
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
回
答
期
間
は
10
月

15
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
る
︒

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

受
診
状
況
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施

回
答
締
切
は
10
月
29
日

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
健
康
起
因
事
故
防
止
の
た

め
の
取
組
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
﹂
を
実
施
し
て
い

る
︒

　

近
年
︑
事
業
用
自
動
車
運

転
者
の
疾
病
に
よ
り
運
転
を

継
続
で
き
な
く
な
っ
た
事
案

の
発
生
件
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
国
交
省
で
は

現
在
︑
健
康
起
因
事
故
防
止

の
た
め
︑
主
要
疾
病
の
早
期

発
見
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
よ

り
効
果
的
な
も
の
と
し
て
普

及
さ
せ
る
検
討
を
行
っ
て
い

る
︒
同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
︑
そ

の
検
討
に
活
用
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
︒

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
に
あ
る
バ
ナ
ー
か
ら
回

答
可
能
（
二
次
元
コ
ー
ド
）︒

　

な
お
︑
回
答
締
切
は
10
月

29
日
㈮
と
な
っ
て
い
る
︒

第17回経営改善・情報化委員会（9月21日、全ト
協）

令和3年度女性部会全国研修会（9月24日、全ト
協）

前回（第51回）大会でのあいろ走行の様子（令
和元年10月26日）

高速道路WEBアンケート【ドライブ調査】実施中高速道路WEBアンケート【ドライブ調査】実施中
抽選で12,000名様に1,000円分QUOカードプレゼント 抽選で12,000名様に1,000円分QUOカードプレゼント !!

　NEXCO東日本／中日本／西日本の高速道路３社では、国土
交通省が実施する全国道路・街路交通情勢調査の一環として、
高速道路をご利用された方を対象に「高速道路利用調査WEB
アンケート」【ドライブ調査】を実施します。アンケートにご
回答いただいた方の中から抽選で 12,000 名様に 1,000 円分の
QUOカードをプレゼントします。皆様のご協力をお願いいた
します。
▷アンケートサイト　https://www.highway-r.jp
� ※ PC、タブレット、スマートフォンから回答できます
� ※検索サイトで「ドライブ調査」で検索してください
▷調査期間� 令和3年9月27日（月）～10月24日（日）
▷対象となる方� 令和3年9月25日（土）～10月17日（日）に

高速道路をご利用された方
▷問い合わせ先
　NEXCO東日本お客様センター　………☎ 0570・024・024

　………☎ 03・5308・2424
　NEXCO中日本お客様センター　………☎ 0120・922・229
　NEXCO西日本お客様センター　………☎ 0120・924・863

ASK飲酒運転防止インストラクター養成講座ASK飲酒運転防止インストラクター養成講座
「オンライン公開スクーリング 2021」を開催「オンライン公開スクーリング 2021」を開催

　特定非営利活動法人ASKでは、千葉県八街市で今年６月に発生した
自家用トラックによる小学校児童死傷事故を受け、職場の飲酒運転対
策を考えるオンライン講座（全日本トラック協会など後援）を開催し
ます。
　多くのトラック運送事業者の参加をお待ちしております。
　
◇テーマ
　飲酒運転を引き起こす「キケンな飲酒習慣」　
　いま、求められる職場対策とは？

◇日程
　10月 22日㈮、28日㈭、11月 10日㈬、16日㈫、26日㈮
　いずれも 13 時 30 分～ 15 時 30 分（受付開
始は 13時 15分）

◇申込方法
　特定非営利活動法人ASKの特設サイト（二次
元コード）より参加申込ができます。

※�同講座に関する詳細は、特設サイト（二次元コ
ード）をご覧ください。

令和３年度「『ホワイト物流』推進運動セミナー」
10 月よりオンラインセミナーにて開催（全 6 回）

■開催日程・セミナープログラム
・第１回：10月８日㈮　13:00～ 15:55
・「ホワイト物流」推進運動の紹介（動画）
・最近の物流政策について（仮）�（講師：国土交通省自動車局貨物課）
・�物流効率化への取組み～荷主だからできること、取り組んで欲し
いこと～（講師：㈱富士通総研）
・サステナブルな物流体制の構築へ（講師：大王製紙㈱）
・当組合が取組んだ「物流改革」について

（講師：つばさトラック事業協同組合）
※�下線の内容は、全講演共通。
　なお、第２回以降については順次本紙にて内容をお知らせします。

■参加申し込み
　セミナーは事前申込制で参加無料です。申し込
みは、「『ホワイト物流』推進運動セミナー参加申
し込みフォーム」（二次元コード）からオンライン
で行うことができます。

国交省

ニ
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・
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ル

ニ
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・
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（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。
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ニ
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ニ
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︻
解
説
︼
作
業
中
の
災
害
に
よ
り
負

傷
し
た
場
合
︑
業
務
上
災
害
と
し
て

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
︑

原
則
と
し
て
︑
業
務
と
負
傷
と
の
間

に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

　

ド
ラ
イ
バ
ー
が
配
送
先
で
の
荷

卸
し
作
業
中
、
蜂
に
刺
さ
れ
負
傷

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
倉
庫
の
軒

下
に
蜂
が
巣
を
つ
く
り
、
数
日
前

か
ら
飛
び
回
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
医
師
の
診
察
・
治

療
を
受
け
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
は
労

災
保
険
は
適
用
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
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荷卸し作業中、蜂に
刺されたが労災の扱

いは
な
り
ま
せ
ん
︒
こ
の
た
め
︑
労
災
保

険
実
務
で
は
︑
業
務
上
外
の
認
定
に

当
た
っ
て
︑発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
︑

ま
ず
﹁
業
務
遂
行
性
﹂
が
あ
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
︑
そ
の
上
で
﹁
業
務

起
因
性
﹂（
因
果
関
係
）
を
判
断
し

て
い
ま
す
︒

　

業
務
遂
行
性
と
い
う
の
は
︑﹁
労

働
者
が
労
働
契
約
に
基
づ
い
て
事
業

主
の
支
配
下
に
あ
る
状
態
﹂
と
解
さ

れ
て
い
ま
す
が
︑
休
憩
時
間
中
も
含

む
な
ど
実
際
の
作
業
に
従
事
し
て
い

る
状
態
よ
り
は
広
い
概
念
と
な
っ
て

い
ま
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
通
常
︑
労

働
契
約
に
従
っ
て
労
働
者
が
本
来
担

当
す
べ
き
業
務
を
行
っ
て
い
れ
ば
︑

特
別
な
事
情
で
も
な
い
限
り
︑﹃
業

務
遂
行
性
あ
り
﹄
と
判
断
さ
れ
ま
す

の
で
︑
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
も
︑
配
送

先
で
の
荷
の
積
卸
し
作
業
中
の
災
害

と
い
う
こ
と
で
︑
特
に
問
題
は
な
さ

そ
う
で
す
︒

　

一
方
︑
業
務
起
因
性
に
つ
い
て
は
︑

業
務
と
負
傷
と
の
間
に
因
果
関
係
が

存
在
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り

ま
す
︒
そ
し
て
︑
こ
こ
で
い
う
因
果

関
係
は
︑
単
な
る
条
件
関
係
で
は
な

く
︑
法
的
評
価
を
加
え
た
︑
い
わ
ゆ

る
﹁
相
当
因
果
関
係
﹂
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
︒
具
体
的
に
は
︑
こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
︑
厚
生
労
働
省
は
︑

行
政
解
釈
に
よ
り
﹁
労
災
保
険
に
お

け
る
業
務
災
害
と
は
︑
労
働
者
が
事

業
主
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
に
伴
う

危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
と
経
験
法

則
上
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
う
﹂
と

の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
（
昭
和

49
年
10
月
︑基
収
第
２
９
５
０
号
等
）︒

﹁
労
働
者
が
事
業
主
の
支
配
下
に
あ

る
こ
と
﹂
と
い
う
の
は
業
務
遂
行
性

の
こ
と
で
す
か
ら
︑
業
務
遂
行
に
伴

う
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
と
認
め

ら
れ
れ
ば
業
務
起
因
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
し
か
も
︑
業

務
遂
行
中
の
災
害
性
の
事
故
︑
つ
ま

り
負
傷
に
つ
い
て
は
︑疾
病
等
と
違
い
︑

因
果
関
係
が
明
白
だ
と
さ
れ
や
す
く
︑

業
務
上
災
害
と
認
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
も
事
実
で
す
︒

　

そ
こ
で
︑ご
質
問
の
ケ
ー
ス
で
す
が
︑

配
送
先
の
倉
庫
の
軒
下
に
蜂
の
巣
が

あ
り
︑
作
業
場
所
周
辺
で
蜂
が
飛
び

回
っ
て
い
た
と
い
う
状
況
で
す
か
ら
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
傷
は
配
送
先
で
の

荷
卸
し
業
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現

実
化
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
︒
厚
労
省
の
過
去
の
認

定
事
例
で
も
︑
蜂
が
付
近
を
飛
び
回

っ
て
い
た
護
岸
築
堤
工
事
現
場
の
作

業
で
︑﹁
築
堤
用
土
砂
を
モ
ッ
コ
に
入

れ
運
搬
中
︑
土
蜂
に
左
大
腿
部
を
刺

さ
れ
︑
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
死
亡
し
た
﹂

労
働
者
の
ケ
ー
ス
が
業
務
上
災
害
と

認
め
ら
れ
︑
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
昭
和
25
年
10

月
︑
基
収
第
２
６
９
３
号
）︒
な
お
︑

本
人
が
自
ら
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
り

す
る
な
ど
蜂
を
刺
激
し
て
刺
さ
れ
た

場
合
は
︑
労
働
者
の
恣し

い意
的
行
為
等

の
結
果
と
し
て
業
務
外
扱
い
と
な
る

の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

Ａ�

業
務
遂
行
に
伴
う
危
険
の

現
実
化
と
し
て
業
務
上
に

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

創
業
20
年
の
中
小
事
業
者
が
い

る
︒
創
業
者
の
社
長
は
︑
か
つ
て

勤
め
て
い
た
運
送
会
社
で
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
運
行
管
理
者
に
な
っ
た

が
︑
経
営
不
振
で
同
業
者
に
吸
収

合
併
さ
れ
た
︒
吸
収
合
併
の
際
に

買
収
し
た
会
社
に
移
籍
し
た
が
︑

一
緒
に
移
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

が
︑
古
く
か
ら
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
に
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
た
︒
前

の
会
社
と
同
様
に
運
行
管
理
を
し

て
い
た
の
で
︑
一
緒
に
移
籍
し
た

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
か
ら
頼
り
に
さ

れ
︑
虐
め
を
相
談
さ
れ
て
対
応
し

て
い
た
︒
だ
が
︑
あ
ま
り
に
も
ひ

ど
い
の
で
︑
嫌
気
が
さ
し
て
会
社

を
辞
め
た
の
が
独
立
・
創
業
の
キ

ッ
カ
ケ
だ
っ
た
︒

　

わ
ず
か
20
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ

が
︑
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
話
で
あ
る
︒
最
近
は
中
小
事
業

者
同
士
の
Ｍ
＆
Ａ（
合
併
・
買
収
）

な
ど
も
増
え
て
き
た

が
︑
会
社
を
譲
渡
す
る

事
業
者
の
理
由
も
昔
と

は
違
う
︒
業
績
が
悪
く

な
く
て
も
︑
会
社
を
譲

渡
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
︒
後
継
者
問
題
が

多
く
︑
買
収
す
る
側
に

も
﹁
救
済
﹂
的
な
色
彩

は
な
い
︒

　

今
年
７
月
に
従
業
員
10
人
︑

保
有
車
両
８
台
の
事
業
者
が
︑

従
業
員
20
人
︑
保
有
車
両
17

台
の
事
業
者
を
吸
収
合
併
し

た
︒
約
２
倍
の
規
模
だ
︒

　

両
社
は
ど
ち
ら
も
︑
同
一
荷

主
の
仕
事
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
と

い
う
関
係
に
あ

る
︒﹁
後
継
者
問

題
な
ど
も
あ
り
︑

昨
年
秋
に
買
収

し
て
ほ
し
い
と

い
う
話
が
あ
っ

た
︒
保
留
に
し

て
い
た
が
︑
今

年
４
月
に
買
収

を
決
断
し
た
﹂︒

そ
の
理
由
は
︑

３
月
期
の
決
算

内
容
と
︑
４
月

か
ら
運
賃
・
料

金
の
値
上
げ
が

実
現
し
た
こ
と

だ
︒﹁
値
上
げ

交
渉
に
は
２
年

か
か
っ
た
が
︑
６
・
５
~
８
・

５
％
の
値
上
げ
が
実
現
し
た

（
業
務
内
容
で
値
上
率
が
違

う
）︒
そ
の
た
め
︑
採
算
の
見

通
し
が
立
っ
た
か
ら
﹂
だ
︒

　

荷
主
の
工
場
内
に
あ
る
事
務

所
も
同
じ
で
︑
両
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
も
管
理
者
も
毎
日
顔
を
合
わ

せ
て
い
た
︒
だ
が
︑
吸
収
合
併
に

当
た
っ
て
は
社
長
が
全
員
と
面
談

し
て
い
る
︒
そ
の
結
果
︑
ち
ょ
う

ど
今
年
60
歳
に
な
っ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
が
１
人
だ
け
︑
こ
れ
を
機
に
会

社
を
辞
め
て
生
ま
れ
故
郷
に
帰
る

こ
と
に
な
っ
た
が
︑
そ
れ
以
外
は

移
籍
し
︑
速
や
か
に
社
会
保
険
︑

そ
の
他
の
手
続
き
も
済
ま
せ
た
︒

　

こ
の
荷
主
は
︑
そ
の
産
業
分
野

で
は
日
本
の
ト
ッ
プ
企
業
で
あ
る
︒

だ
が
︑
こ
の
間
に
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

の
市
場
は
年
々
縮
小
し
て
き
た
︒

こ
の
ト
レ
ン
ド
は
今
後
も
続
く
︒

そ
こ
で
荷
主
は
﹁
以
前
か
ら
新
し

い
事
業
領
域
へ
の
進
出
を
図
っ
て

き
た
が
︑
新
事
業
分
野
は
デ
ジ
タ

ル
系
の
た
め
︑
物
流
を
ほ
と
ん
ど

伴
わ
な
い
﹂︒
つ
ま
り
︑
荷
主
が

経
済
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
事

業
内
容
の
転
換
を
進
め
る
ほ
ど
︑

物
流
需
要
は
縮
小
す
る
の
だ
︒

　

そ
こ
で
同
社
は
︑
約
２
倍
の
規

模
の
事
業
者
を
吸
収
合
併
し
て
体

力
強
化
を
図
り
︑
同
時
に
経
営
資

源
の
効
率
的
稼
働
で
生
産
性
を
向

上
す
る
︒
併
せ
て
︑
新
規
荷
主
開

拓
を
進
め
る
と
い
う
考
え
で
Ｍ
＆

Ａ
を
決
断
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
荷

主
の
変
化
は
今
後
︑
各
分
野
で
進

ん
で
く
る
︒

第
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最近は小事業者同士の吸収合併も

　

ビ
ル
や
ダ
ム

の
建
設
現
場
な

ど
で
使
う
﹁
建

設
車
両
用
タ
イ

ヤ
﹂
の
処
分
価
格
が
急
騰
し
て
い
ま
す
︒

　

建
設
車
両
用
タ
イ
ヤ
と
い
う
の
は
︑
ク
レ

ー
ン
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
の
車
両
に
装
着
す

る
タ
イ
ヤ
の
こ
と
で
︑
そ
の
大
き
さ
は
直
径

50
㌢
㍍
ほ
ど
の
小
型
な
も
の
か
ら
︑
数
㍍
超

の
巨
大
な
も
の
ま
で
様
々
で
す
︒
中
で
も
装

着
率
が
高
い
の
が
︑
直
径
１
~
１
・
５
㍍
の

大
き
さ
の
タ
イ
ヤ
で
︑
そ
の
サ
イ
ズ
の
タ
イ
ヤ

が
﹁
あ
る
問
題
﹂
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
原

因
で
︑処
分
価
格
が
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
︒

　

大
型
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
（
直
径
１
㍍
）
の

処
分
価
格
は
︑
１
本
１
０
０
０
円
~
１
５
０
０

最
終
処
分
場
ま

で
運
搬
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
そ
の
運
賃
な
ど
を
含
め
る
た
め
︑
処
分
費

用
が
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
︒

　

こ
の
話
題
が
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
業
界
に
広
が

っ
た
の
は
数
年
前
の
こ
と
で
︑
当
時
は
﹁
ト
ラ
ッ

ク
タ
イ
ヤ
に
は
影
響
は
出
な
い
だ
ろ
う
﹂
と
い

う
予
測
で
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
は
再
生
タ
イ

ヤ
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
︑
ま
た
タ
イ
ヤ
全

体
を
細
か
く
切
断
す
れ
ば
︑
工
場
燃
料
用
の
廃

タ
イ
ヤ
チ
ッ
プ
に
も
転
用
で
き
る
か
ら
で
す
︒

　

と
こ
ろ
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
に
も
処
分
価
格

高
騰
の
波
が
や
っ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
︒
そ
の
主

た
る
要
因
は
︑
タ
イ
ヤ
に
混
合
さ
れ
た
カ
ー
ボ

ン
ブ
ラ
ッ
ク
（
鉛
筆
の
芯
と
同
じ
成
分
の
黒
色
の

粉
）
で
す
︒
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
を
タ
イ
ヤ
に
混

ぜ
る
と
︑
タ
イ
ヤ
の
強
度
や
持
ち
が
飛
躍
的
に

向
上
し
︑
紫
外
線
か
ら
も
タ
イ
ヤ
全
体
を
守
る

円
が
相
場
で
す
︒
と
こ
ろ
が
︑
同
じ
大
き
さ
の

建
設
車
両
用
タ
イ
ヤ
と
な
る
と
︑
処
分
価
格
は

１
本
１
万
円
以
上
︑
地
域
に
よ
っ
て
は
１
本
５
万

円
で
も
処
分
で
き
ず
︑
中
に
は
処
分
自
体
を
断

ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
︑﹁
大
型
ト
ラ
ッ

ク
タ
イ
ヤ
と
同
じ
よ
う
に
︑
再
生
タ
イ
ヤ
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
﹂
と

考
え
る
わ
け
で
す
が
︑
建
設
車
両
用
タ
イ
ヤ
は

構
造
が
強
固
で
再
生
が
難
し
く
︑
１
台
数
億
円

も
す
る
機
械
を
導
入
し
︑
継
続
的
に
設
備
投
資

を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
︑
リ
サ
イ
ク
ル
は
コ

ス
ト
的
に
厳
し
い
の
で
す
︒

　

つ
ま
り
︑
建
設
車
両
用
タ
イ
ヤ
は
使
い
終
わ

る
と
た
だ
の
巨
大
な
ゴ
ミ
と
な
り
︑
処
分
場
所

の
確
保
が
難
し
く
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
遠
方
の

こ
と
が
で
き
ま
す
が
︑
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
は
燃

や
す
と
黒
い
煤す

す

が
発
生
し
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑

廃
タ
イ
ヤ
を
工
場
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
と
︑

工
場
の
配
管
が
黒
く
汚
れ
︑
刺
激
臭
の
あ
る
煙

が
立
ち
こ
め
ま
す
︒
空
気
の
浄
化
設
備
等
も
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
︑
こ
れ
ま
で
は
廃
タ
イ
ヤ
を

燃
料
と
し
て
い
た
工
場
で
も
︑
工
場
燃
料
を
重

油
に
切
り
替
え
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
の
で

す
︒

　

も
し
今
後
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
処

分
価
格
が
高
騰
す
れ
ば
︑
不
法
投
棄

と
い
っ
た
環
境
面
の
問
題
や
︑
コ
ス

ト
節
約
の
た
め
に
タ
イ
ヤ
の
長
期
使

用
が
進
む
こ
と
に
よ
る
安
全
面
の
問

題
も
生
じ
て
く
る
で
し
ょ
う
︒
ま
た
︑

廃
タ
イ
ヤ
の
処
分
業
者
か
ら
は
︑
別

の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
開
発
を
求
め

る
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
︒
早
急
に

タ
イ
ヤ
の
﹁
製
造
者
﹂︑﹁
販
売
者
﹂︑

﹁
消
費
者
﹂︑﹁
処
分
業
者
﹂
が
一
体

と
な
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
︒

 

第
125
回  「
建
設
車
両
用
タ
イ
ヤ
の
処
分
価
格
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①交通量が多くなかなか道路に合流できない場所では、
しばしば一時停止し、道を譲る光景が見られます。こ
の場面でも、前車が合流しようとする二輪車に道を譲
ることが考えられます。「前車はこのまま直進するだろ
う」と安易に考え、漫然と運転していたり、脇見をして
いると、前車の停止に気づくのが遅れて追突する危
険があります。前車が停止することを想定して、前方
の状況に注意を払いましょう。

②脇道から交通量の多い道路への合流は、スムーズに
いかないことが多いことから、少々強引に合流してく
る場合があります。決して「トラックの前に出てこない
だろう」と安易に考えてはいけません。むしろ、プロド
ライバーであれば、前車が譲らない場合は、自車が一
時停止して、二輪車をスムーズに合流させてあげまし
ょう。
③対向車線は渋滞しています。このような場面では、渋
滞車列が作る死角から、道路を横断してくる歩行者の
発見が遅れがちになり、漫然と運転していると、渋滞
車列の間から道路を横断してきた歩行者と衝突する
おそれがあります。したがって、渋滞車両が停止して
いる状態の時はもちろんですが、多少流れている場
合であっても、横断歩行者がいることを予測しておき、
いつでも停止できるくらいの速度で進行してくださ

①合流しようとする二輪車を入れるため、急停止した
前車に追突する危険があります（図１）。

②前車が通過後、道路に合流してきた二輪車と衝突
する危険があります（図2）。

③渋滞車両の間から横断してきた歩行者と衝突する
危険があります（図3）。

　あなたは前車に追従して片側1車線の道路
を走行しています。道路は渋滞しているほか、
左の脇道から合流しようとする二輪車がいま
す。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

い。たとえスピードを出していなくても、トラッ
クが歩行者に接触した場合は、重大事故にな
る危険が大きいことを忘れないでください。

　

国
土
交
通
省
で
は
今
年

度
︑
第
11
回
﹁
全
国
貨
物
純

流
動
調
査
﹂
を
︑
荷
主
企
業

を
対
象
に
実
施
す
る
︒

　

同
調
査
は
昭
和
45
年
よ
り

５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
︑
全
国
的
な
物
流

体
系
の
整
備
等
の
基
礎
資
料

と
す
る
と
と
も
に
︑
大
学
や

研
究
機
関
も
含
め
た
物
流
全

般
に
関
す
る
調
査
・
研
究
等

に
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
実
施
し
て
い
る
︒

　

調
査
対
象
と
な
る
荷
主
企

業
（
鉱
業
︑
製
造
業
︑
卸
売

業
︑
倉
庫
業
の
約
６
万
５
０

０
０
事
業
所
）
に
対
し
︑
10

月
上
旬
に
調
査
関
連
資
料
を

送
付
し
︑﹁
年
間
輸
送
傾
向

調
査
﹂
お
よ
び
﹁
３
日
間
流

動
調
査
﹂
に
関
す
る
協
力
を

依
頼
す
る
予
定
︒

　

同
調
査
関
連
資
料
は
運
送

事
業
者
に
対
し
て
送
付
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
︑

輸
送
機
関
の
利
用
等
に
関
す

る
質
問
項
目
も
あ
り
︑
運
送

事
業
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

発
生
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
︒
そ
の
た
め
︑
国
交
省
で

は
運
送
事
業
者
に
対
し
て
︑

荷
主
企
業
等
か
ら
同
調
査
に

係
る
確
認
が
あ
っ
た
際
に
は

協
力
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒

�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

﹁
非
接
触
・
非
対
面
型
輸

配
送
モ
デ
ル
﹂
創
出
へ

実
証
事
業
参
加
事
業
者
を
募
集

　

国
土
交
通
省
は
現
在
︑
令

和
３
年
度
﹁
非
接
触
・
非
対

面
型
輸
配
送
モ
デ
ル
創
出
実

証
事
業
﹂
参
加
事
業
者
を
募

集
し
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
対
策
と
し
て
の
物
流
効

率
化
や
︑
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
非
接
触
・
非
対

面
型
の
物
流
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
︑
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
非
接
触
・
非
対
面

型
の
消
費
者
向
け
配
送
︑
幹

線
輸
送
に
係
る
実
証
事
業
の

検
証
を
行
う
ほ
か
︑
優
良
事

例
に
つ
い
て
横
展
開
を
行
う

も
の
︒

　

事
業
者
を
募
集
す
る
事
業

は
︑
次
の
通
り
︒

①
非
接
触
・
非
対
面
型
の

Ｂ
to
Ｃ
配
送
実
証
事
業

②
非
接
触
・
非
対
面
型
の
貨

客
混
載
幹
線
輸
送
モ
デ
ル
創

出
実
証
事
業

　

募
集
期
間
は
10
月
11
日
㈪

ま
で（
正
午
締
切
）︒
な
お
︑

応
募
意
向
の
表
明
締
切
は
10

月
４
日
㈪
と
な
っ
て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
同
事

業
受
託
者
で
あ
る
㈱
野
村
総

合
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
の

こ
と
︒

�

申
請
台
数
の
上
限
を
１
事

業
者
当
た
り
３
台
ま
で
に

変
更低

炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事
業

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
９

月
14
日
︑
令
和
３
年
度
﹁
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

業
費
等
補
助
金
（
低
炭
素
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及

加
速
化
事
業
）﹂に
関
し
て
︑

10
月
４
日
受
付
分
か
ら
１
事

業
者
当
た
り
の
申
請
台
数
の

上
限
を
︑
こ
れ
ま
で
の
２
台

か
ら
３
台
に
変
更
す
る
と
発

表
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑
環
境
省
か
ら

の
３
年
度
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金

を
活
用
し
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
︑
燃
費
性
能

の
高
い
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ

ル
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
す
る
際

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
︒
10
月
４
日
申
請
受
付

分
か
ら
︑
申
請
台
数
の
制
限

を
﹁
１
事
業
者
当
た
り
３
台

（
リ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
貸
渡

先
事
業
者
）﹂に
変
更
す
る
︒

な
お
︑
こ
れ
ま
で
に
２
台
の

申
請
を
行
っ
た
事
業
者
に
つ

い
て
も
︑
計
３
台
ま
で
申
請

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
４
年
１

月
31
日
㈪
ま
で
︒
申
請
に
関

す
る
詳
細
は
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

10
月
は
﹁
年
次
有
給
休

暇
取
得
促
進
週
間
﹂

年
休
を
取
得
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
毎
年

10
月
を
﹁
年
次
有
給
休
暇
取

得
促
進
期
間
﹂（
写
真
）
と

定
め
︑
年
次
有
給
休
暇
（
年

休
）
を
取
得
し
や
す
い
環
境

経
営
革
新
・
経
営
資
源

の
引
き
継
ぎ
を
行
う
事

業
者
を
支
援

令
和
３
年
度
当
初
予
算
「
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
補
助
金
」

　

中
小
企
業
庁
は
９
月
17

日
︑
令
和
３
年
度
当
初
予
算

﹁
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
補
助

整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
集

中
的
な
広
報
活
動
を
行
っ
て

い
る
︒

　

年
休
は
︑﹁
少
子
化
社
会

対
策
大
綱
﹂（
令
和
２
年
５

月
29
日
閣
議
決
定
）
な
ど
に

お
い
て
︑
７
年
ま
で
に
取
得

率
を
70
％
と
す
る
こ
と
が
目

標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
︒
一

方
で
︑
元
年
の
年
休
取
得
率

は
56
・
３
％
と
︑
過
去
最
高

と
な
っ
た
も
の
の
︑
依
然
と

し
て
政
府
が
目
標
と
す
る
70

％
と
は
大
き
な
乖
離
が
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
︑
改
正
労

金
﹂公
募
要
領
を
公
表
し
た
︒

　

同
補
助
金
は
︑
事
業
承
継

や
Ｍ
＆
Ａ
（
事
業
再
編
・
事

業
統
合
等
）
を
契
機
と
し
た

経
営
革
新
等
へ
の
挑
戦
や
︑

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
経
営
資
源
の

引
継
ぎ
を
行
お
う
と
す
る
中

小
企
業
者
等
を
後
押
し
す
る

た
め
の
も
の
︒﹁
経
営
革
新
﹂

働
基
準
法
に
よ
り
︑
平
成
31

年
４
月
か
ら
︑
法
定
の
年
休

付
与
日
数
が
10
日
以
上
の
全

て
の
労
働
者
に
対
し
︑﹁
年
５

日
の
年
休
の
確
実
な
取
得
﹂

が
使
用
者
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
同
期
間
の

実
施
を
通
じ
て
︑
年
休
の
計

画
的
付
与
制
度
の
一
層
の
導

入
を
含
め
︑
年
休
を
取
得
し

や
す
い
環
境
整
備
を
図
る
よ

う
︑
事
業
者
に
対
し
て
呼
び

か
け
て
い
る
︒

（
補
助
率
:
２
分
の
１
以

内
︑
補
助
上
限
:
２
５
０

万
円
~
５
０
０
万
円
以
内
）

と
﹁
専
門
家
活
用
﹂（
補
助

率
:
２
分
の
１
以
内
︑
補

助
上
限
:
２
５
０
万
円
以

内
）
の
２
種
類
に
分
か
れ
て

い
る
︒

　

公
募
要
領
や
申
請
に
関
す

る
詳
細
等
は
︑
同
補
助
金
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
︒

最
低
賃
金
引
上
げ
に
伴

う
不
当
な
し
わ
寄
せ
を

防
止

「
中
小
事
業
者
等
取
引
公
正

化
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

取
り
ま
と
め

　

公
正
取
引
委
員
会
は
９
月

８
日
︑
最
低
賃
金
の
引
上
げ

等
に
伴
う
不
当
な
し
わ
寄
せ

防
止
に
向
け
た
﹁
中
小
事
業

者
等
取
引
公
正
化
推
進
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
を
取
り
ま

と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

公
取
委
で
は
こ
れ
ま
で
︑

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
下
請
法
）
違
反
行
為
に

厳
正
に
対
処
す
る
と
と
も

に
︑
違
反
行
為
の
未
然
防
止

の
観
点
か
ら
下
請
法
の
普
及

啓
発
を
行
う
な
ど
︑
下
請
取

引
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒
公
取
委
で
は
︑
最
低

賃
金
の
引
上
げ
等
に
伴
い
︑

買
い
た
た
き
︑
減
額
︑
支
払

遅
延
な
ど
と
い
っ
た
中
小
事

業
者
等
へ
の
不
当
な
し
わ
寄

せ
が
生
じ
な
い
よ
う
︑
取
引

の
公
正
化
を
一
層
推
進
す
る

た
め
︑
今
回
同
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

お
け
る
主
な
取
り
組
み
内
容

は
︑
次
の
通
り
︒

①
下
請
法
等
の
執
行
強
化

②
相
談
対
応
の
強
化

③ 

不
当
な
し
わ
寄
せ
防
止
に

向
け
た
普
及
啓
発
活
動
の

拡
充
・
強
化

　

公
取
委
で
は
︑
同
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
不
当

な
し
わ
寄
せ
防
止
対
策
の
強

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑

こ
れ
ら
の
対
応
強
化
の
成
果

を
踏
ま
え
つ
つ
︑
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
検
討
・
実
施
し

て
い
く
と
し
て
い
る
︒

公 取 委

㈱野村総合研究所

　国土交通省では、長距離輸送を担うトラックドライバーの長時間労働を
抑制し、人員不足を解決する「中継輸送」の更なる普及を図ることとし
ております。
　そこで、中継輸送の実施状況や、実施に向けた課題・障壁を明らか
にするため、トラック協会の会員企業を対象に、アンケート調査を実施し
ます。
　アンケートは、事業委託先である、株式会社富士
通総研のホームページにて、ご回答ください。
　以下のURLまたは右のQRコードからアクセスいた
だき、ご回答ください。
https://www.fujitsu.com/jp/group/fri/
resources/events/other/chukei-research.html

回答受付期間：9月1日（水）～10月15日（金）17時まで

●�設問は３問で簡単に回答いただけます（所要1分程度）。

◇問い合わせ先：
　中継輸送調査事務局　株式会社富士通総研
　　��担当：沖原・亀廼井（かめのい）・田村�
　　　メール：fri-chukei-survey@dl.jp.fujitsu.com

国交省

「中継輸送の実施状況に関するアンケート調査」「中継輸送の実施状況に関するアンケート調査」
Webアンケートへのご協力をお願いしますWebアンケートへのご協力をお願いします

荷
主
企
業
向
け
調
査
に
対
す
る
協
力
を
呼
び
か
け

第
11
回
「
全
国
貨
物
純
流
動
調
査
」を
実
施

●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

働き方・休み方改善
ポータルサイト

年休取得促進
特設サイト

年次有給休暇取得促進特設サイト

働き方の新しいスタイル

テレワークや
ローテーション勤務

時差通勤で
ゆったりと

オフィスは
ひろびろと

会議は
オンライン

対面での打合せは
換気とマスク

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

新しい働き方・休み方を実践するために
 年次有給休暇 を上手に活用しましょう

　 月
は
「
年
次
有
給
休
暇

 

取
得
促
進
期
間
」
で
す
。

10　 月
は
「
年
次
有
給
休
暇

 

取
得
促
進
期
間
」
で
す
。
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近
年
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ホ
イ
ー
ル
・

ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
が

急
増
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
車
輪
脱
落
事

故
は
︑
冬
期
（
10
月
〜
２
月
）
に
多
く
発

生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
︒
昨
冬
期
に
は
︑

大
規
模
な
立
ち
往
生
等
が
発
生
し
︑
そ
れ

に
伴
い
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
適
正
な
冬

用
タ
イ
ヤ
装
着
等
の
規
制
強
化
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
（
参
考
）︑
事
業
者

の
皆
様
に
お
い
て
も
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の

交
換
機
会
が
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
冬
期
シ
ー
ズ
ン
突
入
に
あ
た

り
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
な
ど
の
ホ
イ

ー
ル
脱
着
時
に
は
作
業
手
順
を
間
違
え
な

い
よ
う
︑
ま
た
交
換
後
は
増
し
締
め
を
確

実
に
行
う
な
ど
︑
車
輪
脱
落
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
︒

　

こ
こ
で
は
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱

落
事
故
防
止
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒
な

お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
︑﹁
タ

イ
ヤ
交
換
後
の
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

に
注
意
！ 

︱ 

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

を
防
ぐ
新
し
い﹃
お
・
ち
・
な
・
い
﹄︱
﹂

お
よ
び
︑﹁
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の
緩
み
一

目
瞭
然
︱
防
ご
う
！
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
︱
﹂
を
同
封
し
て
い
ま
す
︒

　

日
本
自
動
車
工
業
会
で

は
︑
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
を
防
ぐ
新
し
い
﹁
お
・
ち

・
な
・
い
﹂
を
策
定
（
図
３

　

図
１
で
は
︑
大
型
車
の
車

輪
脱
落
事
故
の
発
生
状
況
を

ま
と
め
て
い
る
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
車
輪
脱

落
事
故
は
冬
期
（
10
月
~
２

月
）に
多
く
発
生
し
て
お
り
︑

特
に
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換

作
業
が
集
中
す
る
11
月
に
︑

タ
イ
ヤ
を
交
換
し
た
車
両
の

事
故
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
︒

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
車
輪
脱

落
事
故
が
多
く
発
生
す
る
こ

と
か
ら
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ
交

換
作
業
・
タ
イ
ヤ
点
検
の
実

施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
車
輪
脱
落
箇
所
は

左
後
輪
に
集
中
し
て
い
る
た

め
︑
特
に
脱
落
の
多
い
左
後

輪
に
つ
い
て
は
︑
日
常
か
ら

重
点
的
に
点
検
す
る
必
要
が

あ
る
︒

　

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

は
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
・
点
検
を
行
う
こ
と
で
︑

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
こ
で
は
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
・
点
検
に
お
け
る
注
意
点

を
紹
介
す
る
︒

①
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た

め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

運
送
事
業
者
は
︑﹁
車
輪

脱
落
事
故
防
止
の
た
め
の
４

つ
の
ポ
イ
ン
ト
﹂（
図
２
）
に

つ
い
て
︑
社
内
の
整
備
管
理

者
︑
運
転
者
お
よ
び
タ
イ
ヤ

交
換
作
業
者
に
確
実
に
実
施

さ
せ
る
こ
と
︒
特
に
︑
脱
落

の
多
い
左
後
輪
に
つ
い
て
は

重
点
的
に
点
検
す
る
こ
と
︒

②
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
時
に
著

し
く
錆
び
た
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル

ト
等
は
交
換
す
る

　

著
し
く
錆
び
た
ホ
イ
ー
ル

・
ボ
ル
ト
︑
ナ
ッ
ト
︑
デ
ィ

ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
で
は
︑
適

正
な
締
付
力
が
得
ら
れ
な
い

た
め
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
時

に
点
検
・
清
掃
を
行
っ
て
も

錆
が
著
し
い
デ
ィ
ス
ク
・
ホ

イ
ー
ル
︑
ス
ム
ー
ズ
に
回
ら

な
い
ボ
ル
ト
︑
ナ
ッ
ト
は
使

用
せ
ず
︑
交
換
す
る
こ
と
︒

特
に
︑ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
︑

ナ
ッ
ト
が
新
品
の
状
態
か
ら

４
年
以
上
経
過
し
て
い
る
車

両
は
︑
重
点
的
に
確
認
す
る

こ
と
︒

③
タ
イ
ヤ
交
換
後
は
適
切
な

施
方
法
を
作
業
者（
運
転
者
）

に
伝
え
る
と
と
も
に
︑
車
載

工
具
で
増
し
締
め
を
行
っ
た

場
合
は
︑
必
ず
帰
庫
時
に
ト

ル
ク
レ
ン
チ
を
使
用
し
て
既

定
の
ト
ル
ク
で
締
め
付
け
る

こ
と
︒

④
運
行
前
点
検
の
際
に
は
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
確
認
を

　

１
日
１
回
︑
運
行
の
前
に

実
施
す
る
点
検
の
際
に
は
︑

﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
脱

落
お
よ
び
緩
み
﹂︑﹁
ホ
イ
ー

ル
・
ボ
ル
ト
の
折
損
等
の
異

常
﹂︑﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト

増
し
締
め
の
実
施
を

　

タ
イ
ヤ
交
換
後
50
~
１
０

０
㌔
㍍
走
行
後
を
目
安
に
︑

増
し
締
め
を
実
施
す
る
︒

　

増
し
締
め
は
︑
適
正
な
ト

ル
ク
レ
ン
チ
を
用
い
て
︑
規

定
の
ト
ル
ク
で
確
実
に
締
め

付
け
る
こ
と
︒
ま
た
︑
整
備

管
理
者
は
タ
イ
ヤ
交
換
後
の

増
し
締
め
の
実
施
結
果
を
記

録
し
︑
増
し
締
め
が
確
実
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
︒

　

増
し
締
め
を
や
む
を
得
ず

車
載
工
具
で
行
う
場
合
の
実

付
近
の
錆
汁
痕
跡
﹂
お
よ
び

﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
か
ら

突
出
し
て
い
る
ホ
イ
ー
ル
・

ボ
ル
ト
の
不
揃
い
﹂
の
確
認

を
確
実
に
行
う
こ
と
︒

　

な
お
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
緩
み
の
点
検
に
つ
い
て

は
︑
点
検
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る

確
認
手
法
の
ほ
か
︑
ホ
イ
ー

ル
・
ナ
ッ
ト
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ

を
施
す
︑
ま
た
は
市
販
化
さ

れ
て
い
る
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ

ー
カ
ー
を
活
用
し
た
マ
ー
キ

ン
グ
の
ず
れ
の
確
認
手
法

（
同
封
チ
ラ
シ
﹁
ホ
イ
ー
ル
ナ

ッ
ト
の
緩
み 

一 

目
瞭
然
﹂
を

参
照
）
に
よ
り
︑
ホ
イ
ー
ル

・
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
点
検
を

確
実
に
実
施
す
る
こ
と
︒

・
同
封
チ
ラ
シ
﹁
タ
イ
ヤ
交

換
後
の
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
に
注
意
！
﹂
を
参
照
）

し
︑
運
送
事
業
者
に
対
し
て

車
輪
脱
落
事
故
防
止
へ
の
取

り
組
み
の
徹
底
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

◦冬期（10月～２月）に多く発生
◦特に東北地区で多く発生
◦車輪脱着作業後１か月以内に多く発生
◦タイヤ交換作業が集中する11月に交換した車両の事故が多い
◦車輪脱落箇所は左後輪に集中
出典：�国土交通省ニュースリリース「事故ゼロを目指して�！�大型車の車輪脱落事故防止キャンペーンを実施」

（令和2年 10月30日発表）

図１　大型車の車輪脱落事故の発生状況

参考　昨冬の高速道路等での車両滞留事案と国土交通省の対応
令和2年12月16日 E17関越自動車道（新潟県、群馬県）における大雪に伴う車両滞留（約

2,100台）
2年12月18日 「降積雪期における輸送の安全確保の徹底について（再周知）」国交省安

全政策課事務連絡
▶�積雪・凍結等の気象状況を踏まえ、早期にスタッドレスタイヤおよびタイヤ
チェーンを装着するよう徹底を図ること　等
▶�スタッドレスタイヤへ交換する等タイヤ交換時に、ホイール・ボルトの誤組�
�防止、締付トルクの管理、交換作業後の増し締め等を確実に行うこと

3年� 1月� 6日 「大雪に対する緊急発表を踏まえた輸送の安全確保について」国交省安全
政策課長通達
▶�輸送の安全確保のための措置を適切に講じないで運行し、輸送安全規則
（第11条：異常気象時等における措置）違反が確認された場合、行政処
分対象となる
▶�冬用タイヤの装着、チェーンの携行および早めの装着の徹底等、輸送の
安全確保に万全を期すこと
▶�冬用タイヤの確認にあたっては、摩耗劣化の状況等を確認すること

3年� 1月� 8日 E67中部縦貫道における滞留
3年� 1月� 9日 E41東海北陸自動車道（富山県）における大雪に伴う車両滞留（約200台）
3年� 1月� 9日 E8北陸自動車道（福井県）における大雪に伴う車両滞留（約1,600台）
3年�１月26日 「貨物自動車運送事業輸送安全規則の解釈運用通達の一部改正」国交省

公表
▶�冬用タイヤの安全性を確認することのルール化
▶�整備管理者は、雪道を走行する自動車のタイヤについて、溝の深さがタイ
ヤ製作者の推奨する使用限度よりも減っていないことを確認すること
▶�運行管理者は、雪道を走行する自動車について、点呼の際に上記事項が
確認されていることを確認すること

3年� 2月16日 「大型車の冬用タイヤおよびチェーンの注意事項に関するパンフレット周知
のご協力のお願い」
▶�「雪道での立ち往生に注意！！」（国土交通省作成リーフレット）

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
後
に
脱
落
が
多
発

特
に
左
後
輪
の
重
点
的
な
点
検
を

「
車
輪
脱
落
を
防
ぐ
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」を
遵
守
し

確
実
な
交
換
作
業
・
点
検
の
実
施
を

運
行
前
の
正
し
い
点
検
が

車
輪
脱
落
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

1 

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
の
発
生
状
況

3 「
お
・
ち
・
な
・い
」を
徹
底
し
て
車
輪
脱
落
事
故
を
防
止
！

2 

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
・
点
検
に
お
け
る
注
意
点

おとさない！ 
脱落防止はまず点検。
　事前の正しい点検が大きな事故を未
然に防ぐ、唯一かつ最善な手段です。

ちゃんと清掃、ちゃんと給脂 ！
　ボルト、ナットの錆や汚れを落とし、エン
ジンオイルなどを塗布してください。ナットを
ボルトの奥まで回転させた時、ナットやワッ
シャーがスムーズに回転するか点検しま
す。スムーズに回転しない場合、ボルトと
ナットはセットで交換してください。ボルトと
ナットは新品から4年経過後は入念に点
検してください。

ナット締め、トルクレンチを必ず
使用 ！
　適正なトルクレンチを用いて、規定のト
ルクで確実に締め付けます。初期なじみ
のため、タイヤ交換後50～100km走行
後を目安に増し締めを実施してください。

いちにち１回、緩みの点検 ！
　運行前にボルト、ナットを目で見て手で
触って点検します。特に脱落が多い左後
輪は、重点的に点検しましょう。ISO方式
の場合は、目視で確認できるインジケータ
ー装着による点検がより効果的です。

図３　 大型車の車輪脱落事故を防ぐ
新しい「お・ち・な・い」

お

ち

な

い

「「冬用タイヤへの交換冬用タイヤへの交換」」が車輪脱落の引き金にが車輪脱落の引き金に
図２　車輪脱落を防ぐ４つのポイント

大型トラック大型トラックのの車輪脱落事故車輪脱落事故が が 急増急増  ！！
適
切
適
切
なな
タ
イ
ヤ
交
換
作
業・点
検

タ
イ
ヤ
交
換
作
業・点
検
のの
徹
底
徹
底
をを！！
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路
で
は
走
行
で
き
な
い
︒
つ

ま
り
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
鮮
度
（
製

造
年
）
も
考
慮
し
た
上
で
︑

タ
イ
ヤ
に
偏
摩
耗
を
極
力
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
に
管
理
す

る
こ
と
﹂
が
で
き
れ
ば
︑
安

全
性
︑
経
済
性
︑
さ
ら
に
は

環
境
性
に
も
優
れ
た
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
が
可
能
に
な
る
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
役
割
は
？

ド
ラ
イ
バ
ー
の
役
割
は
？

　
﹁
偏
摩
耗
﹂
を
点
検
す
る

の
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
の
役
割

だ
︒
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
の

ス
タ
ッ
フ
が
で
き
る
の
は
︑
①

摩
耗
は
判
別
で
き
な
い
︒
そ

の
た
め
に
は
︑
少
し
し
ゃ
が

ん
で
︑
タ
イ
ヤ
の
上
端
の
円

周
部
分
（
写
真
左
㊤
矢
印
部

分
）
を
見
る
と
よ
い
︒
そ
の

時
に
︑
写
真
左
㊤
の
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

れ
ば
︑
即
刻
︑
タ
イ
ヤ
の
位

置
交
換
を
し
な
い
と
︑
さ
ら

に
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と
に

な
る
︒

　

写
真
左
㊦
は
︑﹁
肩
落
ち

摩
耗
﹂
と
﹁
ヒ
ー
ル
＆
ト
ウ

摩
耗
﹂
が
合
体
し
た
﹁
多
角

形
摩
耗
﹂（
○
囲
み
部
分
）

の
様
子
で
あ
る
︒
こ
れ
は﹁
肩

落
ち
摩
耗
﹂
が
激
し
く
な
っ

た
前
輪
タ
イ
ヤ
を
後
輪
に
位

置
交
換
し
て
使
い
続
け
た
こ

と
が
原
因
で
︑
こ
れ
ほ
ど
酷

い
状
態
に
な
っ
た
︒

　

つ
ま
り
︑﹁
位
置
交
換
は

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ

な
け
れ
ば
逆
に
危
険
に
な
る

時
が
あ
る
﹂と
い
う
こ
と
だ
︒

 　
鉄
製
ホ
イ
ー
ル
を
長
く
使

い
続
け
る
と
︑
経
年
劣
化
し

て
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
る（
写
真
下
㊨
㊧
）︒

そ
の
傷
み
が
進
行
す
る
と
︑

タ
イ
ヤ
の
内
圧（
９
０
０
kPa
）

に
耐
え
き
れ
ず
に
︑
そ
の
ひ

び
の
間
か
ら
も
タ
イ
ヤ
の
空

気
が
漏
れ
出
す
こ
と
が
あ
る
︒

こ
れ
は
︑
１
週
間
で
空
気
圧

が
５
％
ほ
ど
低
下
す
る
﹁
ス

ロ
ー
パ
ン
ク
現
象
﹂
の
一
種
︒

　

パ
ン
ク
点
検
の
際
は
︑
金

属
バ
ル
ブ
の
根
元
に
︑
洗
剤

も
し
く
は
石
け
ん
水
を
塗
布

す
る
︒
空
気
が
漏
れ
て
い
れ

ば
プ
ク
プ
ク
と
泡
が
出
る
の

で
︑
パ
ン
ク
の
原
因
箇
所
が

判
明
す
る
︒

　

ま
た
︑
ホ
イ
ー
ル
か
ら
赤

錆
が
出
た
ら
︑
タ
イ
ヤ
脱
落

の
危
険
だ
け
で
な
く
︑
こ
う

し
た
パ
ン
ク
等
の
予
想
外
の

ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
す
る
た

め
︑
10
年
以
上
使
用
し
て
い

る
ホ
イ
ー
ル
は
要
注
意
︒
ホ

イ
ー
ル
を
固
定
す
る
ナ
ッ
ト

も
ボ
ル
ト
も
茶
色
く
劣
化
す

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
か

ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
の

中
に
は
︑
安
全
を
最
優
先
し

て
迷
わ
ず
す
べ
て
新
品
に
交

換
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒

３
本
の
溝
深
さ
が
８
㍉
㍍
近

く
残
っ
て
い
た
と
し
て
︑
残

り
の
１
本
が
３
㍉
㍍
ほ
ど
し

か
な
け
れ
ば
︑
そ
の
タ
イ
ヤ

の
摩
耗
寿
命
は
残
り
５
千
㌔

㍍
ほ
ど
し
か
な
い
︒
す
べ
て

の
タ
イ
ヤ
溝
が
８
㍉
㍍
前
後

で
整
っ
て
い
た
ら
︑
あ
と
３

万
㌔
㍍
は
走
行
で
き
る
︒

　

自
動
車
継
続
検
査（
車
検
）

通
過
に
必
要
な
タ
イ
ヤ
の
溝

深
さ
は
１
・
６
㍉
㍍
以
上

（
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
が
露
出

す
る
ま
で
）
だ
が
︑
高
速
道

路
を
走
行
す
る
場
合
︑
ト
ラ

ッ
ク
タ
イ
ヤ
は
２
・
４
㍉
㍍

以
上
（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
あ

れ
ば
３
・
２
㍉
㍍
以
上
）
必

要
だ
︒

　

こ
の
よ
う
な
偏
摩
耗
を
起

こ
し
た
タ
イ
ヤ
は
︑
高
速
道

特
徴
︒
進
行
方
向
か
ら
逆
方

向
に
向
か
っ
て
︑
ゴ
ム
の
ブ
ロ

ッ
ク
が﹁
坂
﹂の
よ
う
に
な
る
︒

写
真
左
㊤
は
ト
ラ
ッ
ク
の
左

側
に
装
着
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
で

あ
り
︑
写
真
左
㊥
は
右
側
に

装
着
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
で
あ
る
︒

こ
の﹁
ヒ
ー
ル
＆
ト
ウ
摩
耗
﹂

を
改
善
す
る
に
は
︑
タ
イ
ヤ

の
位
置
交
換
を
行
っ
て
︑
進

行
方
向
を
逆
に
す
る
こ
と
が

最
も
即
効
性
の
あ
る
対
策
で

あ
る
︒

　

た
だ
し
︑
こ
の
場
合
の
タ

イ
ヤ
の
点
検
方
法
に
は
︑
ち

ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
必
要
だ
︒

タ
イ
ヤ
を
横
か
ら
見
て
︑
タ

イ
ヤ
の
頂
点
に
自
分
の
視
点

を
合
わ
せ
な
い
と
︑
こ
の
偏

ク
ス
タ
イ
ヤ
（
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
タ
イ
ヤ
）
や
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
で
あ
れ
ば
︑
溝

深
さ
は
約
15
㍉
㍍
で
あ
る
た

め
︑
そ
の
す
べ
て
の
溝
を
均

等
に
減
ら
し
て
い
け
ば
︑
タ

イ
ヤ
の
走
行
可
能
距
離
（
持

ち
）
は
最
大
に
な
る
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
も
し
こ

の
複
数
の
溝
の
う
ち
︑
１
本

の
溝
だ
け
が
早
く
摩
耗
し
た

ら
︑
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る

の
か
︒
先
ほ
ど
の
リ
ブ
タ
イ

ヤ
を
例
に
取
れ
ば
︑
４
本
中

結
果
︑
こ
こ
ま
で
大
き
な
摩

擦
の
差
が
出
て
し
ま
っ
て
い

る
︒
こ
の
偏
摩
耗
し
た
タ
イ

ヤ
１
本
を
地
面
の
上
に
置
く

と
︑
支
え
が
な
い
と
簡
単
に

倒
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る

（
新
品
タ
イ
ヤ
で
あ
れ
ば
︑

直
立
不
動
に
な
る
）︒

　

こ
の
よ
う
な
﹁
肩
落
ち
摩

耗
﹂
の
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て

雨
の
日
に
走
行
す
る
と
︑
果

た
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
起
き

る
の
か
︒
カ
ー
ブ
を
曲
が
る

時
︑
外
側
の
溝
が
な
い
た
め

大
回
り
に
な
り
︑
場
合
に
よ

っ
て
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を

越
え
て
対
向
車
線
の
車
に
衝

突
す
る
︑
と
い
っ
た
事
態
が

十
分
に
起
こ
り
得
る
︒

　

ま
た
︑
タ
イ
ヤ
が
こ
の
よ

う
な
状
態
で
あ
れ
ば
︑
ト
ラ

ッ
ク
も
真
っ
す
ぐ
に
進
む
は

ず
が
な
い
︒
そ
う
な
る
と
走

行
中
に
ハ
ン
ド
ル
が
左
右
に

ブ
レ
た
り
︑
振
動
を
起
こ
し

た
り
し
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
自

身
に
伝
わ
る
も
の
だ
が
︑
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
中
に
は
そ
の
ハ

ン
ド
ル
の
ブ
レ
ま
で
緩
和
す

る
車
両
も
多
く
登
場
し
て
い

る
︒
や
は
り
︑
目
視
点
検
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
︒

㊤
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
は

ず
だ
︒

　

こ
の
現
象
は
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
タ
イ
ヤ
の
よ
う
な
︑
ブ

ロ
ッ
ク
が
多
い
タ
イ
ヤ
に
必

ず
発
生
す
る
偏
摩
耗
で
あ

り
︑
し
か
も
前
・
後
輪
の
両

方
で
起
き
る
こ
と
が
最
大
の

タ
イ
ヤ
の
﹁
空
気
圧
点
検
﹂︑

②
偏
摩
耗
を
起
こ
し
た
タ
イ

ヤ
の
﹁
位
置
交
換
﹂
︱
︱
と

い
う
２
つ
の
ケ
ア
だ
け
で
あ

る
︒
な
お
︑
パ
ン
ク
修
理
は

突
発
的
に
起
こ
る
の
で
︑
こ

れ
は
完
全
に
予
測
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
︒

　

つ
ま
り
︑タ
イ
ヤ
ケ
ア
と
は
︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
タ
イ

ヤ
の﹃
偏
摩
耗
﹄に
気
づ
き
︑

そ
の
状
態
を
改
善
す
る
た
め

に
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
な
ど
で

﹃
空
気
圧
点
検
﹄
と
﹃
位
置

交
換
（
裏
返
し
）﹄
を
実
践

す
る
こ
と
﹂
で
あ
る
︒

﹁
空
気
圧
﹂
が
ポ
イ
ン
ト
に

﹁
空
気
圧
﹂
が
ポ
イ
ン
ト
に

　

同
時
に
﹁
偏
摩
耗
﹂
の
ほ

と
ん
ど
は
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
不
足
が
招
く
現
象
で
あ
る

た
め
︑
大
げ
さ
に
言
っ
て
し

ま
え
ば
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
点
検
を
定
期
的
に
行
え

ば
︑
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
る

ぐ
ら
い
タ
イ
ヤ
は
安
全
に
長

持
ち
す
る
﹂
の
で
あ
る
︒

　

穏
や
か
な
発
進
・
加
速
・

ブ
レ
ー
キ
の
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
﹂
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
︑

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
潜
在
能

力
は
最
大
限
に
発
揮
さ
れ

る
︒
最
新
の
技
術
が
備
わ
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
は
︑
ケ

ア
の
仕
方
し
だ
い
で
︑
長
持

ち
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
﹁
ど

こ
﹂を
見
て
︑﹁
ど
ん
な
異
変
﹂

を
探
せ
ば
い
い
の
か
を
踏
ま

え
な
が
ら
︑
以
降
は
特
に
注

意
が
必
要
な﹁
肩
落
ち
摩
耗
﹂

と
﹁
ヒ
ー
ル
＆
ト
ウ
摩
耗
﹂

に
つ
い
て
解
説
す
る
︒

﹁
タ
イ
ヤ
ケ
ア
﹂
と
は
？

﹁
タ
イ
ヤ
ケ
ア
﹂
と
は
？

　

タ
イ
ヤ
ケ
ア
と
は
﹁
タ
イ

ヤ
の
状
態
を
観
察
し
て
︑
適

切
な
処
置
を
取
る
﹂
と
い
う

こ
と
を
指
す
︒

　

例
え
ば
︑
車
両
総
重
量
８

㌧
（
積
載
４
㌧
）
の
ト
ラ
ッ

ク
の
場
合
︑
タ
イ
ヤ
１
本
に

か
か
る
重
さ
は
１
・
５
㌧
近

く
に
な
る
︒
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
が
適
正
で
あ
れ
ば
︑
そ
の

重
さ
が
か
か
っ
て
も
︑
タ
イ

ヤ
は
正
常
な
状
態
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
︑

高
速
道
路
を
走
行
し
て
も
荷

物
を
安
全
に
運
搬
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　

で
は
︑
も
し
も
︑
タ
イ
ヤ

内
の
空
気
が
自
然
に
抜
け
︑

空
気
圧
が
低
下
し
た
状
態
で

走
行
し
た
場
合
︑
タ
イ
ヤ
に

は
ど
ん
な
異
常
（
異
状
）
が

発
生
す
る
の
か
？

﹁
偏
摩
耗
﹂
と
は
？

﹁
偏
摩
耗
﹂
と
は
？

　

偏
摩
耗
は
言
葉
通
り
︑﹁
摩

耗
に
偏
り
が
あ
る
﹂
こ
と
を

指
す
︒

　

前
述
の
８
㌧
ト
ラ
ッ
ク
用

の
リ
ブ
タ
イ
ヤ
（
２
２
５
／

80
Ｒ
17
・
５
サ
イ
ズ
）
の
場

合
︑
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
に
は

４
本
の
縦
溝
（
リ
ブ
溝
）
が

彫
ら
れ
て
い
る
（
写
真
㊧
）︒

そ
の
４
本
す
べ
て
の
溝
深
さ

は
約
12
㍉
㍍
で
あ
る
︒
ミ
ッ

　

こ
れ
は
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク

（
11
㌧
ト
ラ
ッ
ク
:
２
６
５

／
70
Ｒ
19
・
５
サ
イ
ズ
）
の

前
輪
・
左
右
に
装
着
さ
れ
て

い
た
タ
イ
ヤ
だ
（
写
真
㊤
）︒

外
側
の
溝
だ
け
す
り
減
っ
た

﹁
肩
落
ち
摩
耗
﹂
の
状
態
で

あ
る
︒

　

接
地
面
の
中
央
か
ら
内
側

に
か
け
て
の
溝
深
さ
は
︑
ま

だ
７
㍉
㍍
以
上
残
っ
て
い
る

の
だ
が
︑
後
輪
タ
イ
ヤ
と
位

置
交
換
せ
ず
に
使
い
続
け
た

　
﹁
ヒ
ー
ル
＆
ト
ウ
摩
耗
﹂

と
い
う
名
称
の
由
来
は
︑
人

の
靴
の
す
り
減
り
方
か
ら
き

て
い
る
︒
自
分
が
い
つ
も
履

い
て
い
る
靴
の
底
を
見
て
み

る
と
簡
単
に
分
か
る
︒﹁
か
か

と
（
ヒ
ー
ル
）﹂
の
奥
を
真

横
か
ら
眺
め
る
と
︑
写
真
左

金属バルブの錆が原因で空気が漏れ
出すことがある

ホイールの金属疲労によりタイヤ内圧
（900kPa）に耐えられず空気が漏れ出す

「目でみるタイヤケア」「目でみるタイヤケア」徹底
解説
徹底
解説

「タイヤケアホントの話」

「空気圧」「ローテーション」で偏摩耗を防ぐ タイヤジャーナリスト　渡辺　剛満

特
別
編

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
冬
期
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
︑
今
号
か
ら
タ
イ
ヤ
ケ

ア
︑
タ
イ
ヤ
交
換
時
の
脱
落
防
止
対
策
︑

雪
道
の
安
全
走
行
対
策
な
ど
︑
様
々
な
角

度
か
ら
安
全
運
行
確
保
対
策
特
集
を
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
︒
ま
ず
は
︑
本
紙
に

連
載
を
い
た
だ
い
て
い
る
︑
タ
イ
ヤ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
渡
辺
剛
満
氏
に
﹁
目
で
見

る
タ
イ
ヤ
ケ
ア
﹂
と
題
し
て
︑
偏
摩
耗
対

策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
も
ら
い
ま
す
︒

日
常
点
検
で
タ
イ
ヤ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
常
点
検
で
タ
イ
ヤ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
を
放
置
す
る
と
横
転
事
故
を
起
こ
す

タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
を
放
置
す
る
と
横
転
事
故
を
起
こ
す
?!?!

Ⅰ

「
タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
」
の
種
類
を
知
る

「
タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
」
の
種
類
を
知
る��

左
図
に
代
表
的
な
偏
摩
耗
の
パ
タ
ー
ン
を
ま
と
め
た

左
図
に
代
表
的
な
偏
摩
耗
の
パ
タ
ー
ン
を
ま
と
め
た

偏
摩
耗
以
外
に
も
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト

偏
摩
耗
以
外
に
も
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト

偏
摩
耗
は
「
肩
落
ち
摩
耗
」
と
「
ヒ
ー
ル
＆
ト
ウ
摩
耗
」
に
特
に
注
意

偏
摩
耗
は
「
肩
落
ち
摩
耗
」
と
「
ヒ
ー
ル
＆
ト
ウ
摩
耗
」
に
特
に
注
意

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ
出典・横浜ゴム㈱ホームページ�トラック・バス用タイヤサイト「偏摩耗防止のために」

※筆者注・日常点検で分かる偏摩耗は「多角形摩耗」「肩落ち摩耗」「波状摩耗」「ヒール＆トウ摩耗」「フェザーエッジ摩耗」の5パターン

㊤

㊦

㊥
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2021年度のお申し込みを
10月15日まで延長しています

　

感
染
拡
大
の
第
５
波
で
主

流
と
な
っ
た
変
異
株
は
︑
強

い
感
染
力
を
有
し
て
い
る
︒

　

政
府
で
は
︑
変
異
株
に
対

　

９
月
末
で
緊
急
事
態
宣
言

・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
解
除
さ
れ
た
︒
し
か
し
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
収
束
し
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
︒
こ
れ
ま
で
も
︑

こ
れ
ら
の
措
置
が
解
除
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
人
々
の
気
の

緩
み
が
︑
リ
バ
ウ
ン
ド
（
感

染
再
拡
大
）
の
引
き
金
に
な

っ
て
き
た
︒

　

運
送
事
業
者
で
働
く
全
て

の
人
々
に
は
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
わ
が
国

の
物
流
を
守
り
抜
く
た
め

に
︑
感
染
が
縮
小
傾
向
に
な

っ
て
も
決
し
て
油
断
せ
ず
︑

よ
り
徹
底
し
た
感
染
防
止
対

策
を
図
り
︑
今
後
起
こ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
リ
バ
ウ
ン

ド
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
第
２
版
）﹂︑﹁
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

　

運
輸
業
・
郵
便
業
の
事
業

所
で
は
︑
７
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
︑
一
部
で
ク
ラ
ス
タ

ー
発
生
の
事
例
が
あ
っ
た
︒

特
に
︑
郵
便
業
で
は
一
時
郵

便
物
等
の
配
達
が
不
能
に
な

る
事
態
も
発
生
し
て
お
り
︑

地
域
住
民
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
し
た

原
因
に
つ
い
て
み
る
と
︑﹁
食

堂
や
休
憩
室
な
ど
で
︑
マ
ス

ク
を
外
し
て
会
話
し
て
い
た
﹂︑

﹁
喫
煙
所
が
感
染
源
に
な
っ

た
﹂
な
ど
︑
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
行
動
や
場
面
を
起
点
と

し
て
感
染
が
広
が
っ
た
様
子

が
伺
え
る
（
別
項
参
照
）︒

　

こ
れ
ま
で
の
感
染
拡
大
の

事
例
か
ら
︑
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
行
動
や
場
面
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
伝
播
は
︑
主
に
﹁
ク

ラ
ス
タ
ー
﹂
を
介
し
て
拡
大

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
る
︒
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科

会
で
は
︑
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析

で
得
ら
れ
た
知
見
か
ら
︑
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
﹁
５
つ

の
場
面
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

①
飲
食
を
伴
う
懇
親
会
等

・ 

飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高

揚
す
る
と
同
時
に
注
意
力

が
低
下
す
る
︒
ま
た
︑
聴

覚
が
鈍
麻
し
︑
大
き
な
声

に
な
り
や
す
い
︒

・ 

特
に
︑
敷
居
な
ど
で
区
切

ら
れ
て
い
る
狭
い
空
間
に
︑

長
時
間
︑
大
人
数
が
滞
在

す
る
と
︑
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
︒

・ 

ま
た
︑
回
し
飲
み
や
箸
な

ど
の
共
用
は
感
染
の
リ
ス

ク
を
高
め
る
︒

②�

大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ

ぶ
飲
食

・ 

長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
︑

接
待
を
伴
う
飲
食
︑
深
夜

の
は
し
ご
酒
で
は
︑
短
時

間
の
食
事
に
比
べ
て
︑
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
︒

・ 

大
人
数
︑
例
え
ば
５
人
以

上
の
飲
食
で
は
︑
大
声
に

な
り
飛
沫
が
飛
び
や
す
く

な
る
た
め
︑
感
染
リ
ス
ク

が
高
ま
る
︒

③
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

・ 

マ
ス
ク
な
し
に
近
距
離
で

会
話
を
す
る
こ
と
で
︑
飛

沫
感
染
や
マ
イ
ク
ロ
飛
沫

感
染
で
の
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
︒

・ 

車
で
移
動
す
る
際
の
車
中

で
も
注
意
が
必
要
︒

④
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

・ 

狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

は
︑
長
時
間
に
わ
た
り
閉

鎖
空
間
が
共
有
さ
れ
る
た

め
︑
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま

る
︒

・ 

寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど

の
共
用
部
分
で
の
感
染
が

疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
る
︒

⑤
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

・ 

仕
事
で
の
休
憩
時
間
に
入

っ
た
時
な
ど
︑
居
場
所
が

切
り
替
わ
る
と
︑
気
の
緩

み
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
︑

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
が
あ
る
︒

・ 

休
憩
室
︑
喫
煙
所
︑
更
衣

室
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒

行
う
︒

③�

３
密
（
密
接
・
密
集
・
密

閉
）
の
回
避

・ 

１
つ
の
密
で
も
避
け
て
︑

﹁
ゼ
ロ
密
﹂
を
目
指
す
︒

特
に
人
と
人
と
の
距
離
を

十
分
に
保
つ
よ
う
に
す
る
︒

・ 

話
す
時
間
は
で
き
る
限
り

短
く
し
︑大
声
は
避
け
る
︒

・ 

今
ま
で
以
上
に
換
気
を
行

う
︒

④
職
場
に
お
け
る
感
染
対
策

・ 

マ
ス
ク
の
着
用
や
３
密
の

回
避
を
徹
底
す
る
︒

・ 

テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤

等
を
推
進
す
る
︒

・ 

体
が
だ
る
い
︑熱
が
あ
る
︑

の
ど
に
違
和
感
が
あ
る
な

ど
︑
い
つ
も
と
体
調
が
異

な
る
時
は
︑
出
勤
を
控
え

る
︒

・ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
︑
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
︑

引
き
続
き
感
染
対
策
を
行

う
︒

マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
取
り
ま
と

め
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
情
報
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）

で
公
開
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら

を
参
考
に
︑
万
全
な
感
染
予

防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
︒

応
す
る
た
め
の
感
染
対
策
と

し
て
︑マ
ス
ク
着
用
︑手
洗
い
︑

﹁
３
密
﹂
の
回
避
な
ど
︑
基

本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

①
マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用

・ 

マ
ス
ク
を
鼻
に
す
き
間
な

く
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
︑
し
っ
か

り
と
着
用
す
る
︒

・ 

品
質
の
確
か
な
︑
で
き
れ

ば
不
織
布
を
着
用
す
る
︒

②�
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指

消
毒

・ 
共
用
物
に
触
っ
た
後
や
食

事
の
前
後
︑
公
共
交
通
機

関
の
利
用
後
な
ど
は
︑
必

ず
手
洗
い
・
手
指
消
毒
を

　

政
府
は
９
月
30
日
︑
19
都
道
府
県
に
発

令
し
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
事
態
宣
言
と
︑
８
県
に
適
用
し
て

い
た
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
解
除
し

た
︒

　

感
染
力
が
強
い
﹁
デ
ル
タ
株
﹂
が
主
流

と
な
っ
た
感
染
拡
大
の﹁
第
５
波
﹂で
は
︑

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
感
染
が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑

運
送
事
業
者
等
で
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者

集
団
）が
発
生
し
た
事
例
も
報
道
さ
れ
た
︒

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
一
般
的
な
呼
吸

器
の
感
染
症
は
冬
場
に
流
行
す
る
こ
と
か

ら
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
も
︑
気
温
や
湿
度
が
低
下
す
る
冬
場

に
流
行
し
や
す
く
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
︒
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
わ
が
国
の
物
流
を
守
り
抜
く
た
め

に
︑
運
送
事
業
者
に
は
よ
り
徹
底
し
た
感

染
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ
て
く
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
第
５
波
期
間
中
に
運
送
事

業
者
等
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
事
例

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
︑
内
閣
官
房
﹁
感

染
拡
大
防
止
特
設
サ
イ
ト
﹂
を
も
と
に
︑

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

1
運
送
事
業
者
等
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
事
例

　
従
業
員
の
多
く
が
感
染
し
た
影
響
で

郵
便
配
達
が
で
き
な
い
状
況
も
発
生

3
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
再
徹
底
を
！

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
油
断
せ
ず
に

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
継
続
を

2
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
５
つ
の
場
面
」

　
ク
ラ
ス
タ
ー
源
と
な
る
「
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話
」

「
居
場
所
の
切
り
替
わ
り
」
に
も
注
意

4
冬
場
の
流
行
期
に
向
け
て
、
よ
り
徹
底
し
た
対
策

　
幾
度
も
繰
り
返
し
て
き
た
「
感
染
再
拡
大
」

感
染
縮
小
の
今
だ
か
ら
こ
そ
万
全
な
対
策
を

運輸業、郵便業で７月～９月に発生したクラスター（一部）

・A県にある運送会社では、従業員7人と知人1人の計8人の感染が分
かった。県では、喫煙所が感染源になったと推測している。
・B県にある運送会社の営業所ではクラスターが発生。9月11日までに
感染者は61人となった。社内の食堂や休憩室などで、マスクを外して
会話をしていたことが感染拡大の要因とみられる。
・C県にある運送会社では、従業員など合わせて9人の感染が確認さ
れ、県がクラスターに認定。同社に勤務する70代男性は、クラスター
が発生した飲食店を利用しており、県は、ここから感染が広がったと
みている。県知事は、「職場の感染事例には、車に長時間同乗して
感染する事例も多く、移動や休憩時間の場面での対策を徹底してほ
しい」と呼びかけた。
・D県にある郵便局では、クラスターの発生により、9月11日までに約6万
通の手紙やはがきを配達できていなかった。全配達員74人が感染
者か濃厚接触者に該当し、出勤できなくなったためで、配達業務が
正常に戻るのは、9月末から10月初旬になる見込み。
・E県にある郵便局では、9月10日以降、郵便物の配達業務に携わって
いる社員を中心に29人の感染を確認。また、配達業務に携わるほか
の88人も濃厚接触者と認定されたため、保健所の許可が出るまで配
達業務の休止を決めた。

（マスコミ各社報道より）

職場における新型コロナウイルス感染症防止対策宣言
～取組の５つのポイント～

□��テレワーク・時差出勤等を推進しています。

□��体調がすぐれない人が気兼ねなく休めるルールを定め、実行できる雰囲気
を作っています。

□��職員間の距離確保、定期的な換気、仕切り、マスク徹底など、密にならな
い工夫を行っています。

□��休憩所、更衣室などの“場の切り替わり”や、飲食の場など「感染リスクが
高まる『5つの場面』」での対策・呼びかけを行っています。

□��手洗いや手指消毒、咳エチケット、複数人が触る箇所の消毒など、感染防
止のための基本的な対策を行っています。

全ト協「新型コロナ
ウイルス関連情報」

新型コロナウイルス感染症感染防止対策の徹底を！新型コロナウイルス感染症感染防止対策の徹底を！
わが国の物流を守り抜くために 次のリバウンドに備えて　油断せず引き続き感染防止対策
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第94回］

ワクチン接種率アップに朗報……二刀流先生登場！

207「
鯖
街
道
寄
り
道
し
た
い
味
③
」京
都
市
大
原
の
柴
漬
け

　

京
都
市
左
京
区
奥
部
・

久く

た多
か
ら
鯖
街
道
こ
と
若
狭

街
道
（
３
６
７
号
）へ
戻
り
︑

南
下
︒
花は

な
お
れ
と
う
げ

折
峠
を
過
ぎ
る
と

京
都
は
近
い
︒
再
び
左
京
区

へ
入
る
と
大
原
な
の
だ
︒

　

大
原
は
三
千
院
や
︑
建
礼

門
院
が
平
家
一
門
の
菩ぼ

だ

い提
を

弔
っ
た
寂
光
院
で
知
ら
れ
る

が
︑
食
で
も
特
筆
す
べ
き
も

の
が
あ
る
︒
柴
漬
け
だ
︒
本

物
は
地
元
の
赤
じ
そ
を
使
う
︒

　

こ
の
名
物
に
は
建
礼
門
院

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
︒
悲

劇
の
女
性
に
里
人
は
野
菜
を

差
し
入
れ
た
︒
食
べ
き
れ
な

い
野
菜
の
命
を
惜
し
み
︑
ま

た
人
々
の
優
し
さ
に
感
謝
し

た
彼
女
は
漬
け
物
を
考
案
︒

赤
じ
そ
の
紫し

ば葉
に
因
み
︑

柴し

ば

づ漬
け
と
名
付
け
た
の
だ
︒

　

大
原
女
が
柴
の
束
を
京
の

店
が
あ
り
︑裏
手
が
加
工
場
︒

夏
は
仕
込
み
で
忙
し
い
︒

　

農
家
だ
け
に
柴
漬
け
は
代

々
漬
け
て
き
た
が
︑
祖
母
が

店
を
開
業
︒
寂
光
院
の
柴
漬

け
を
手
伝
っ
て
い
た
母
が
継

ぎ
︑
今
に
至
る
︒
生
粋
の
地

元
の
味
だ
け
に
︑
赤
じ
そ
は

種
取
り
し
な
が
ら
伝
え
て
き

た
在
来
種
で
︑
葉
が
縮
れ
︑

色
鮮
や
か
で
肉
厚
が
特
徴
︒

　
﹁
志
ば
久
﹂
で
も
試
食
で

き
︑
運
が
よ
け
れ
ば
勝
さ
ん

の
鯖
街
道
ゆ
か
り
の
昔
話
も

聞
け
る
︒﹁
祭
の
ご
馳
走
は

鯖
ず
し
で
︑
固
く
な
っ
た
ら

網
焼
き
し
て
食
べ
た
﹂と
か
︒

な
お
︑
大
原
の
朝
市
に
は
久

多
の
鯖
な
れ
ず
し
が
時
々
出

品
さ
れ
る
︒
大
原
は
今
も
鯖

街
道
ゆ
か
り
の
地
な
の
だ
︒

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

町
な
か
へ
売
り
に
行
く
と
き
︑

こ
の
漬
け
物
も
一
緒
に
売
っ

た
か
ら
と
い
う
説
も
あ
る

が
︑
柴
漬
け
が
大
原
で
８
０

０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
︒

　

こ
ん
な
柴
漬
け
を
一
徹
に

つ
く
り
続
け
て
い
る
の
が﹁
志し

ば
久き

ゅ
う

﹂
三
代
目
・
久
保
勝
さ

ん
一
家
︒
三
千
院
参
道
へ
通

じ
る
渓
流
・
呂ろ

が

わ川
に
面
し
て

　

　

こ
の
赤
じ
そ
に
な
す
︑
塩

を
混
ぜ
︑
桶
に
詰
め
て
重
石

を
し
︑蔵
で
乳
酸
発
酵
さ
せ
︑

茗み
ょ
う
が荷

の
梅
酢
漬
け
を
混
ぜ
る

と
で
き
あ
が
り
︒
発
酵
食
品

で
あ
る
た
め
︑
酸
味
と
塩
味

が
丸
く
し
な
っ
と
調
和
し
て

い
る
︒
こ
こ
の
は
民
宿
﹁
大

原
の
里
﹂
で
も
提
供
し
て
い

て
︑
酒
の
肴
︑
卵
か
け
ご
飯

の
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
楽
し
め
る
︒

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜運転免許編〜
	 【解 答】２面に問題
❶	×（法第85条第2項）大型免許を取得
していても、大型特殊は運転できない。
❷	○（法第95条第1項）免許を受けた者
は、自動車等を運転するときは、当該自
動車等に係る免許証を携帯していなけ
ればならない。
❸	×（法第96条第2項）大型免許は、中
型免許、普通免許又は大型特殊免許を
現に受けていて、かつ、これらの免許の
いずれかを受けていた期間が通算して3
年以上の者でなければ取得できない。
❹	×（法第85条第3項）牽引自動車に
よって重被牽引車を牽引して当該牽引自

動車を運転しようとする者は、当該牽引
自動車に係る免許（仮免許を除く。）の
ほか、牽引免許を受けなければならない
と規定されており、ロープで故障車を牽
引する場合には牽引免許は不要である。
❺	○（道路交通法の一部を改正する法
律［平成27年6月17日法律第40号］附
則第2条）平成19年6月2日から平成29年
3月11日の間に普通免許を取得している
場合は、自動的に「5トン限定準中型免
許」とみなされ、車両総重量5トン未満、
最大積載量3トン未満のトラックを運転
できる。

　

令
和
３
年
３
月
に
発
表
さ

れ
た
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
１
﹂
で
は
︑
中
小
規

模
法
人
部
門
と
し
て
７
９
３

３
法
人（
上
位
法
人
に
は﹁
ブ

ラ
イ
ト
５
０
０
﹂
の
冠
が
付

加
さ
れ
る
）
が
認
定
さ
れ
て

い
る
（
９
月
１
日
現
在
）︒

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
﹂

と
し
て
社
会
的
な
評
価
を
受

け
ら
れ
る
ほ
か
︑
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
使
用
が
可
能
と
な
り
︑

自
社
が
健
康
経
営
優
良
法
人

で
あ
る
こ
と
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

な
お
︑
同
制
度
は
︑
大
規

模
の
企
業
等
を
対
象
と
し
た

﹁
大
規
模
法
人
部
門
﹂
と
︑

中
小
規
模
の
企
業
等
を
対
象

と
し
た
﹁
中
小
規
模
法
人
部

門
﹂
に
分
け
ら
れ
て
い
る
︒ 

　

中
小
規
模
法
人
部
門
へ
の

申
請
の
場
合
は
︑
ま
ず
加
入

し
て
い
る
保
険
者
（
協
会
け

ん
ぽ
︑
健
康
保
険
組
合
連
合

会
な
ど
）
が
実
施
し
て
い
る

﹁
健
康
宣
言
事
業
﹂
に
参
加

す
る
必
要
が
あ
る
︒
な
お
︑

加
入
し
て
い
る
保
険
者
が
健

康
宣
言
事
業
を
実
施
し
て
い

な
い
場
合
は
︑
各
自
治
体
が

実
施
し
て
い
る
健
康
宣
言
事

業
へ
の
参
加
を
も
っ
て
代
替

可
能
で
あ
る
︒

　
﹁
健
康
宣
言
事
業
﹂
に
参

加
し
た
上
で
︑
自
社
の
取
り

組
み
状
況
を
確
認
し
︑
中
小

規
模
法
人
部
門
の
認
定
要
件

（
表
）
に
該
当
す
る
具
体
的

な
取
り
組
み
を
申
請
書
に
記

載
し
た
上
で
︑
日
本
健
康
会

議
認
定
事
務
局
に
申
請
を
行

う
︒
そ
の
後
︑
認
定
審
査
が

行
わ
れ
︑
日
本
健
康
会
議
に

お
い
て
認
定
が
行
わ
れ
る（
４

年
３
月
頃
の
予
定
）︒

　

な
お
︑
今
年
度
の
申
請
受

付
期
間
は
11
月
１
日
㈪
17
時

ま
で
と
な
っ
て
い
る
︒
申
請

に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
︑

経
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

　

健
康
経
営
と
は
︑﹁
従
業

員
の
健
康
保
持
・
増
進
の
取

り
組
み
が
︑
将
来
的
に
収
益

性
等
を
高
め
る
投
資
で
あ

る
﹂
と
の
考
え
の
下
︑
健
康

管
理
を
経
営
的
視
点
か
ら
考

え
︑
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ

と
で
あ
る
（
図
）︒

　
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
制
度
﹂
は
︑
特
に
優
良
な

健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る

大
企
業
や
中
小
企
業
等
の
法

人
を
顕
彰
す
る
制
度
で
あ

る
︒
同
法
人
に
認
定
さ
れ
る

と
︑
従
業
員
や
求
職
者
︑
取

引
先
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら

﹁
従
業
員
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
︑
戦
略

図

　

近
年
︑
健
康
起
因
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
は
従
業

員
の
健
康
保
持
・
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

経
済
産
業
省
で
は
︑
従
業
員
等
の
健
康
管

理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
︑
健
康
の
保
持

・
増
進
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
戦
略
的
に
実

践
す
る
﹁
健
康
経
営
﹂
を
推
進
︒
特
に
優
良

な
健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る
事
業
者
を
顕

彰
す
る
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
﹂

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

経
産
省
で
は
現
在
︑﹁
健
康
経
営
優
良
法

人
２
０
２
２
﹂
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
︒
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
同
制

度
を
活
用
し
て
︑
健
康
経
営
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
︒

表　「健康経営優良法人 2022」（中小規模法人部門）認定要件（抜粋）　
評価項目 認定要件

健康宣言の社内外への発信・経営者自身の健診受診 必須
健康づくり担当者の設置 必須
（求めに応じて）40歳以上の従業員の健診データの提供 必須
健康経営の具体的な推進計画 必須
①従業員の健康診断の受診（受診率実質 100%）

左記①～③のう
ち2項目以上

「ブライト500」
は左記①～⑮の
うち13項目以上

②受診勧奨に関する取り組み
③ 50人未満の事業場におけるストレスチェックの実施
④管理職・従業員への教育

左記④～⑦のう
ち1項目以上

⑤適切な働き方の実現に向けた取り組み
⑥コミュニケーションの促進に向けた取り組み
⑦私病等に関する両立支援の取り組み
⑧保健指導の実施または特定保健指導実施機会の提供に関する取り組み

左記⑧～⑮のう
ち4項目以上

⑨食生活の改善に向けた取り組み
⑩運動機会の増進に向けた取り組み
⑪女性の健康保持・増進に向けた取り組み
⑫長時間労働者への対応に関する取り組み
⑬メンタルヘルス不調者への対応に関する取り組み
⑭感染症予防に関する取り組み
⑮喫煙率低下に向けた取り組み
受動喫煙対策に関する取り組み 必須
健康経営の取り組みに対する評価・改善 必須
定期検診を実施していること、50人以上の事業場においてストレスチェッ
クを実施していること、労働基準法または労働安全衛生法に係る違反によ
り送検されていないこと、等　※誓約事項参照

必須

上記のほか、「健康経営の取り組みに関する地域への発信状況」と「健康経営の評価項目における適合項目数」を評価し、上
位500法人を「ブライト500」として認定する

健康起因事故を未然に防ぐため 「健康経営」に取り組みましょう健康起因事故を未然に防ぐため 「健康経営」に取り組みましょう
「健康経営優良法人 2022」11 月１日㈪まで申請受付「健康経営優良法人 2022」11 月１日㈪まで申請受付

1
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
と
は
？

健
康
へ
の
取
り
組
み
を
「
見
え
る
化
」

認
定
取
得
で
取
引
先
な
ど
か
ら
の
信
頼
高
ま
る

2
中
小
規
模
法
人
部
門
の
申
請
に
つ
い
て

ま
ず
は
保
険
者
の
「
健
康
宣
言
事
業
」
に
参
加

健
康
増
進
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
提
出

経�

産�

省
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▼
東
京
浅
草

の
地
で
活
躍

し
︑
日
本
を

代
表
す
る
コ

メ
デ
ィ
ア
ン

や
俳
優
と
な
っ
た
榎
本
健
一
や
渥
美
清
な
ど

の
多
彩
な
顔
触
れ
の
写
真
の
看
板
が
街
灯
の

横
に
並
ぶ
﹁
浅
草
六
区
通
り
﹂︒
そ
の
通
り

を
抜
け
る
と
︑
三
つ
柏
の
紋
を
あ
し
ら
っ
た

紅
白
の
提
灯
が
交
互
に
下
が
る
︑
浅
草
演
芸

ホ
ー
ル
に
着
き
ま
す
︒
▼
浅
草
の
地
名
の
由

来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
︑﹃
吾
妻
鏡
﹄
に
は
︑

治
承
５
（
１
１
８
１
）年
の
記
録
と
し
て﹁
草

深
い
武
蔵
野
の
中
で
草
が
あ
ま
り
茂
っ
て
い

な
い
場
所
﹂
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒
大
衆
演

芸
の
中
心
地
と
し
て
︑
数
多
の
芸
人
を
世
に

輩
出
す
る
浅
草
︒
私
は
特
に
落
語
が
好
き

で
︑
時
折
上
野
や
浅
草
の
演
芸
場
に
足
を
運

び
ま
す
︒
ト
リ
を
務
め
る
の
は
ベ
テ
ラ
ン
落

語
家
で
す
が
︑
真
打
ち
で
は
な
い
ま
だ
無
名

の
落
語
家
の
中
に
も
﹁
こ
れ
は
上
手
い
﹂
と

唸
る
人
が
い
て
︑
思
わ
ぬ
収
穫
で
す
︒
▼
そ

の
浅
草
も
︑
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外
国
人
観

光
客
が
激
減
す
る
な
ど
︑﹁
仲
見
世
﹂
は
寂

し
さ
を
隠
し
き
れ
ま
せ
ん
︒
以
前
と
比
べ
れ

ば
︑
浅
草
も
下
町
情
緒
が
薄
れ
た
感
じ
が
し

ま
す
が
︑
都
会
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
︑
し
ば
し

癒
し
の
世
界
に
身
を
置
く
に
は
最
高
の
場
所

で
す
︒▼
浅
草
寺
の
門
前
に
あ
る
蕎
麦
処﹁
尾

張
屋
﹂
は
︑
天
麩
羅
そ
ば
が
有
名
で
す
が
︑

店
主
は
﹁
静
か
な
浅
草
も
い
い
も
ん
で
す

よ
︒
遠
路
か
ら
来
て
く
だ
さ
る
お
客
様
を
大

事
に
し
な
い
と
﹂
と
︑
今
こ
の
ご
時
世
だ
か

ら
こ
そ
﹁
老
舗
が
頑
張
ら
ね
ば
﹂
と
の
気
概

を
吐
露
し
て
い
ま
し
た
︒
浅
草
の
地
に
か
つ

て
よ
り
漂
う
﹁
庶
民
の
生
き
生
き
と
し
た
息

遣
い
﹂
は
︑
決
し
て
絶
え
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
︒
▼
江
戸
の
庶
民
の
生
活
を
紐
解
く

と
︑﹁
宵
越
し
の
銭
は
持
た
な
い
﹂
と
︑
貧

し
い
な
が
ら
も
物
を
大
切
に
し
︑
人
を
慈
し

み
︑
季
節
の
移
ろ
い
を
楽
し
ん
だ
姿
が
垣
間

見
え
て
き
ま
す
︒﹃
一
日
江
戸
人
﹄（
杉
浦
日

向
子
著
）
に
よ
る
と
︑
江
戸
時
代
の
長
屋
の

佇
ま
い
は
︑﹁
人
と
街
と
が
一
体
化
し
た
居

住
性
を
極
め
た
木
造
住
宅
﹂
で
あ
り
︑
九
尺

二
間
の
い
わ
ゆ
る
﹁
現
代
の
ワ
ン
ル
ー
ム
﹂

が
主
流
で
し
た
︒そ
の
生
活
は
月
に
１
両（
現

代
の
約
８
万
円
に
相
当
）
あ
れ
ば
︑
家
族
３

人
で
１
日
３
食
︑
お
か
ず
に
刺
身
を
添
え
︑

毎
日
銭
湯
に
入
り
︑
週
に
一
度
は
床
屋
に
行

く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
よ
う
で
す
︒
但
し
︑

壁
が
薄
く
︑
隣
の
物
音
や
お
か
ず
の
匂
い
ま

で
筒
抜
け
状
態
で
は
︑
さ
ぞ
か
し
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
保
た
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
︒

▼
私
は
︑
季
節
の
変
わ
り
目
に
必
ず
風
邪
を

引
き
ま
す
︒
微
熱
が
出
て
身
体
の
節
々
が
痛

く
な
り
︑
先
日
職
場
を
１
日
お
休
み
し
ま
し

た
︒
江
戸
の
頃
は
︑
ひ
と
た
び
長
屋
の
住
人

が
風
邪
を
引
く
と
︑
長
屋
独
特
の
人
情
が
一

気
呵
成
の
如
く
湧
き
上
が
っ
た
と
い
い
ま

す
︒
古
典
落
語
の
疫
病
退
散
を
願
う
市
井
の

行
事
を
題
材
に
し
た﹁
風
邪
の
神
送
り
﹂は
︑

貧
乏
長
屋
の
大
家
が
店
子
か
ら
お
金
を
集

め
︑﹁
風
邪
の
神
﹂
の
人
形
を
こ
し
ら
え
て

川
に
流
し
︑
流
行
り
病
を
追
い
払
お
う
と
す

る
お
話
で
す
︒﹁
送
れ
送
れ
︑
風
邪
の
神
送

れ
︑
ど
ん
ど
と
送
れ
﹂
と
唱
え
︑
風
邪
の
神

の
人
形
を
川
に
落
と
し
ま
す
︒
オ
チ
は
︑
夜

半
に
魚
捕
り
の
引
き
網
に
掛
か
っ
た
風
邪
の

神
が﹁
わ
し
は
風
邪
の
神
だ
﹂と
発
す
る
と
︑

漁
師
が
﹁
は
は
あ
夜
網
（
弱
み
）
に
つ
け
込

ん
だ
な
！
﹂
と
対
峙
す
る
︑﹁
弱
み
に
つ
け

込
む
風
邪
の
神
﹂
と
い
う
慣
用
句
に
な
ぞ
ら

え
た
お
話
で
す
︒
▼
現
代
は
︑
Ｉ
Ｔ
技
術
の

進
歩
で
何
不
自
由
な
い
生
活
で
す
が
︑
物
は

な
く
と
も
︑
知
恵
と
工
夫
で
１
日
を
楽
し
く

生
き
た
江
戸
庶
民
の
方
が
遥
か
に
心
豊
か
な

生
活
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
今
で
も

下
町
の
裏
通
り
で
耳
を
済
ま
す
と
︑
長
屋
の

名
物
コ
ン
ビ
︑お
馴
染
み
の
﹁
八
っ
つ
あ
ん
・

熊
さ
ん
﹂
の
鯔
背
な
啖
呵
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
す
︒
八
っ
つ
あ
ん
﹁
熊
公
！
浅
草
に
い

ざ
繰
り
出
そ
う
ぜ
﹂︒
熊
さ
ん
﹁
そ
れ
じ
ゃ

今
宵
は
八
の
お
ご
り
だ
な
﹂
と
︑
何
と
も
憎

め
な
い
２
人
で
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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表　日常の労働衛生活動の総点検（重点事項）

過重労働による
健康障害防止

①時間外・休日労働の削減、年次有給休暇の取得促進および労働時間などの設
定の改善によるワーク・ライフ・バランスの推進
②事業者によるワーク・ライフ・バランスの推進や過重労働対策を積極的に推
進する旨の表明
③労働安全衛生法に基づく労働時間の状況の把握や長時間労働者に対する医師
の面接指導等の実施の徹底
④健康診断の適切な実施、異常所見者の業務内容に関する医師への適切な情報
提供、医師からの意見聴取および事後措置の徹底
⑤小規模事業場における産業保健総合支援センターの地域窓口の活用

メンタルヘルス対策

①事業者によるメンタルヘルスケアを積極的に推進する旨の表明
②衛生委員会などの調査審議を踏まえた「心の健康づくり計画」の策定、実施
状況の評価および改善
③４つのメンタルヘルスケア（セルフケア、ラインによるケア、事業場内産業
保健スタッフなどによるケア、事業場外資源によるケア）の推進に関する教
育研修・情報提供
④労働者が産業医や産業保健スタッフに直接相談できる仕組みなど、労働者が
安心して健康相談を受けられる環境整備� ……ほか

職場における
新型コロナ対策

①職場における感染防止対策の基本である「取組の５つのポイント」に基づく、
事業場内の感染防止対策実施状況の確認と徹底
②「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェック
リスト」を活用した、職場の実態に即した実行可能な感染拡大防止対策の検
討および対策の実施

高年齢労働者の
健康づくり

①「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン（エイジフレンドリ
ーガイドライン）」に沿った取り組みの実施
②高年齢労働者の安全衛生対策に関する支援（エイジフレンドリー補助金等）
の活用� ……ほか

受動喫煙防止対策

①「職場における受動喫煙防止のためのガイドライン」に基づく必要な対策の
実施
②受動喫煙の健康への影響に関する理解を図るための教育啓発の実施
③支援制度（専門家による技術的な相談支援、喫煙室の設置等に係る費用の助
成）の活用

治療と仕事の
両立支援

①事業者による基本方針などの表明と労働者への周知
②研修などによる両立支援に関する意識啓発
③相談窓口などの明確化
④両立支援に活用できる休暇・勤務制度や社内体制の整備
⑤治療と仕事の両立を支援するための制度導入などに関する助成金、産業保健
総合支援センターによる支援の活用

その他

①「職場における腰痛予防対策指針」による腰痛の予防対策の推進
②「STOP! 熱中症　クールワークキャンペーン」に基づく熱中症予防対策の
徹底
③「テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイドライン」に基づく
労働者の作業環境、健康確保等の推進

（令和 3年度全国労働衛生週間実施要綱より一部抜粋）

　

過
労
死
等
の
労
働
災
害
認

定
件
数
は
︑
令
和
２
年
度
に

は
８
０
２
件
と
な
っ
て
お
り
︑

ま
た
︑
仕
事
や
職
業
生
活
に

関
す
る
強
い
不
安
や
悩
み
︑

ま
た
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

労
働
者
は
︑
依
然
と
し
て
半

数
を
超
え
て
い
る
（
平
成
30

年
労
働
安
全
衛
生
調
査
︹
実

態
調
査
︺）︒
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
︑
過
労
死
等
を
防
止

す
る
た
め
に
は
︑﹁
働
き
方

改
革
﹂の
推
進
と
相
ま
っ
て
︑

長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
障

害
の
防
止
対
策
お
よ
び
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進
が

必
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
罹り

か

ん患
に
よ
る

休
業
４
日
以
上
の
労
災
は
︑

２
年
に
は
６
０
０
０
人
以
上

発
生
し
て
お
り
︑
職
場
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

今
年
度
の
同
週
間
は
︑﹁
向

き
合
お
う
！　

こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の　

健
康
管
理
﹂
を
全

体
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
︑
事

業
場
に
お
け
る
労
働
衛
生
意

識
の
高
揚
を
図
り
︑
自
主
的

な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
一

層
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
︒

　

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
は
︑
事
業
場
で
留
意

す
べ
き
﹁
取
組
の
５
つ
の
ポ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
に
向
け
た
副
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
︑﹁
う
つ
ら
ぬ
う
つ
さ

ぬ
ル
ー
ル
と
と
も
に　

み
ん

な
で
守
る
健
康
職
場
﹂
を
設

け
︑
事
業
場
に
お
け
る
さ
ら

な
る
感
染
防
止
の
徹
底
を
呼

び
か
け
る
︒

　

厚
労
省
と
中
災
防
で
は
︑

同
週
間
の
実
施
に
あ
た
り
︑

﹁
日
常
の
労
働
衛
生
活
動
の

総
点
検
﹂
を
行
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒
総
点
検
の
主

な
重
点
事
項
は
表
の
通
り
︒

　

併
せ
て
︑同
週
間
の
中
で
︑

①
労
働
衛
生
管
理
体
制
の
確

立
と
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
含
む
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ

イ
ン
ト
﹂
を
は
じ
め
︑
各
事

業
場
の
実
態
に
即
し
た
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
し
︑
継
続

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

さ
ら
に
︑
高
年
齢
労
働
者

が
安
心
し
て
安
全
に
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
や
労
災
の

予
防
的
観
点
か
ら
︑
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の

た
め
︑﹁
高
年
齢
労
働
者
の

安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）﹂
を
策
定
し
︑
健
康
づ

く
り
等
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
︒

　

日
本
の
労
働
人
口
の
約
３

人
に
１
人
が
何
ら
か
の
疾
病

を
抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
る

中
で
︑
職
場
に
お
い
て
︑
病

気
を
抱
え
た
労
働
者
の
治
療

と
仕
事
の
両
立
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
る
場
面
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
︑﹁
事
業
場
に
お
け
る
治

療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
の
周

知
啓
発
等
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
︑
企
業
の
意
識
改
革
や

地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の

強
化
を
進
め
て
い
る
︒

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
は
じ
め
と
し
た
労
働
衛
生

管
理
活
動
の
活
性
化
︑
②
作

業
環
境
管
理
の
推
進
︑
③
作

業
管
理
の
推
進
︑
④
健
康
管

理
の
推
進
︑
⑤
労
働
衛
生
教

育
の
推
進
︑
⑥
﹁
事
業
場
に

お
け
る
労
働
者
の
健
康
保
持

増
進
の
指
針
﹂
等
に
基
づ
く

心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

の
継
続
的
か
つ
計
画
的
な
実

施
︱
︱
な
ど
︑﹁
労
働
衛
生

３
管
理
（
作
業
環
境
管
理
・

作
業
管
理
・
健
康
管
理
）
の

推
進
﹂
に
つ
い
て
も
取
り
組

む
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
と
中
央
労
働
災
害
防
止
協

会
（
中
災
防
）
は
︑
10
月
１
日
㈮
〜
７
日

㈭
の
期
間
︑﹁
全
国
労
働
衛
生
週
間
﹂
を

実
施
し
て
い
る
︒

　

同
週
間
は
︑
労
働
者
の
健
康
管
理
や
職

場
環
境
の
改
善
な
ど
︑﹁
労
働
衛
生
﹂
に

関
す
る
国
民
の
意
識
を
高
め
︑
職
場
の
自

主
的
な
活
動
を
促
し
て
労
働
者
の
健
康
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
︒

　

厚
労
省
と
中
災
防
で
は
事
業
者
に
対
し

て
︑
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
働
け
る
職

場
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒

コラムコラム　様々な支援を活用して「健康に働ける職場づくり」を進めましょう
　厚生労働省などでは、労働者の健康管理や職場環境の改善などに関し、支援体制を整備しています。様々な支援を活
用して、健康に働ける職場を目指しましょう。

■高年齢労働者の健康づくり

　厚労省HPでは、「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」や「エイジフレンドリー補助
金事業」等を紹介しています。

厚労省「高年齢労働者の安全衛生対策について」▶

■働き方改革

　厚労省では、働く方の置かれた個々の事情に応じ、多様な働き方を選択できる社会を実現することを目
的に、長時間労働の是正や多様で柔軟な働き方のための措置を講じています。

◀︎厚労省「働き方・休み方改善ポータルサイト」

■メンタルヘルス対策

　厚労省ホームページ（HP）では、職場におけるメンタルヘルス対策に関する法令・通達・マニュアルを
掲載しているほか、「ストレスチェック実施プログラム（無料）」が利用できます。

　厚労省「ストレスチェック等の職場におけるメンタルヘルス対策・過重労働対策等」▶

■産業保健活動総合支援

　産業保健総合支援センターでは、職場のメンタルヘルス対策や「治療と仕事の両立支援」などの産業
保健活動を支援するため、企業への訪問指導や相談対応、研修などを実施しています。また、地域窓口（地
域産業保健センター）では、小規模事業場を対象に、医師による健康相談などを実施しています。

◀︎（独）労働者健康安全機構「産業保健総合支援センター」

1
労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
る
状
況

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
労
働
者
が
半
数
超

「
過
重
労
働
」「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
へ
の
対
策
を

2
日
常
の
労
働
衛
生
活
動
の
総
点
検

健
康
に
働
け
る
職
場
を
目
指
す
た
め
に

「
労
働
者
の
健
康
管
理
」
と
「
職
場
環
境
の
改
善
」
を

「向き合おう！ こころとからだの 健康管理」「向き合おう！ こころとからだの 健康管理」
健康に働ける職場づくりを呼びかけ健康に働ける職場づくりを呼びかけ

厚労省

中災防 10月1日～7日は「全国労働衛生週間」


